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村の人口

-3月31 日現在＿

世帯数 1,725戸

人口総数 8,837人

男 4,363人

女 4,474人

本籍人口 12,201人

人口密度 462人

四
十
一
年
度
予
算
は
、
三
月
十
七
日
の
村
議
会
で
全
貝
一
致
可
決
さ
れ
、
成
立
し
た
。

こ
の
予
互
は
一
般
会
計
子
尊
一
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一
千
七
百
三
十
一
万
六
千
円
の
ほ
か
、
四
千
三
百
八

十
一
万
七
千
円
の
特
別
会
計
の
国
民
健
康
保
険
、
有
線
放
送
お
よ
び
簡
易
水
道
各
会
計

を
含
む
、
積
極
的
な
か
つ
て
な
い
大
型
予
冥
と
な
っ
た
。

学
校
施
設
‘
児
童
館
建
設
な
ど
重
点

い大型予算かつてな

一般会計予算 1 億 3. 7 31 万円
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＿
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今
や
国
保
は
生
活
の
一
部
＿
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』
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四
十
一
年
度
一
般
会
計
予
算
一
が
計
上
さ
れ
た
。
ほ
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闘
芦
よ
戸
註
竺
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―
和
二
十
三
年
、
国
民
皆
保
険
を
定
引
き
上
げ
と
な
っ
て
我
々
披
保
険
四
十
一
年
度
国
保
税
も
こ
ん
な
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讐
千
七
互
一
十
一
万
円
は
、
つ
そ
れ
に
第
二
年
度
目
の
殷
業
構
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越
し
て
の
前
向
き
の
姿
勢
で
、
屈
九
十
万
円
、
店
業
近
代
化
資
金
利
購
入
莉
五
十
九
万
円
、
そ
の
他
児
＿
―
＿
和
四
十
三
年
は
明
後
年
に
せ
ま
つ
も
漸
増
し
七
割
給
付
保
険
者
に
対
も
披
保
除
者
の
方
々
の
御
協
力
ゎ
一
ー
の

極
的
に
推
進
す
る
。
」
と
い
わ
れ
る
子
補
給
金
二
十
六
万
六
千
円
、
合
童
生
徒
教
材
牧
補
助
金
等
含
み
総
ー
て
い
る
。
し
て
は
四
割
五
分
に
上
ろ
っ
と
し
願
い
い
た
し
ま
す
。
一
ー
一
節
栄
養
学

よ
う
に
、
建
設
事
業
我
約
六
千
九
併
農
協
育
成
関
係
安
九
十
八
万
千
額
千
二
百
十
九
万
六
千
円
と
な
る
―
―
―
こ
の
十
年
間
に
国
民
皆
保
険
を
て
い
る
，
保
険
者
段
担
分
か
ら
み
◇
＿
―
ご
季

百
万
円
と
歳
出
総
額
に
対
し
五
0

円
と
こ
れ
ら
の
建
設
事
業
を
堕
点
繰
入
金
は
、
東
小
建
築
の
た
め
一
宝
ー
達
成
し
、
七
割
給
付
の
実
現
と
い
れ
ば
六
割
四
分
に
上
る
補
助
で
あ

0

.

.

.

.
 

、
二
％
を
占
め
る
乎
年
度
予
算
規
に
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般
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立
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国
口
健
康
保
険
特
別
会
計
予
箕
町
村
力
展
開
し
て
ー
る
。
璧
Z
t
)
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KI
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：
召
且

は
、
絆
額
一
一
千
五
十
万
円
で
前
年
有
線
放
送
特
別
会
計
は
、
ニ
カ
民
祖
~
ー
し
よ
う
カ
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の
年
で
あ
る
」
と
、
ロ
ー
マ
の
哲
文
払
う
朕
養
代
用
は
、
＿
万
八
千
公
氾
接
統
便
用
料
八
四
万
円
ペ
―
ー
百
二
十
四
万
四
千
円
増
と
な
っ
て
ふ
え
て
い
ま
す
。
ま
た
な
っ

人
セ
ネ
カ
は
い
つ
て
い
る
が
、
こ
き
た
し
て
い
ま
す
。
い
ま
、
新
ら
し
い
工
法
を
取
入
九
白
四
十
二
円
と
前
年
に
比
ぺ
て
広
告
放
送
料
二
四
万
円
っ
て
い
る
か
、
二
百
ガ
円
は
、
東
一
と
う
歯
に
は
ト
リ
プ
シ
ン
と
い
う

の
こ
と
ば
は
深
い
真
理
を
ふ
く
ん
こ
の
た
び
、
原
営
工
事
と
し
て
れ
て
、
鋼
行
抗
を
打
ら
込
む
基
礎
一
凶
彩
し
増
え
た
。
な
ど
と
な
っ
て
い
る
。
小
建
築
杓
に
充
て
る
た
め
一
般
会
た
ん
白
分
解
酵
素
が
あ
っ
て
、
大

地
元
関
係
者
の
協
力
に
よ
っ
て
架
工
事
が
急
ピ
ッ
チ
で
進
め
ら
れ
て
歳
人
は
、
国
民
健
康
保
険
税
千
政
出
の
王
な
も
の
は
、
人
件
校
計
｀
今
籾
出
す
分
を
基
金
か
ら
粒
入

で
い
る
。
各
人
は
自
分
の
体
の
調
豆
の
た
ん
白
を
消
化
し
や
す
く
し

換
工
事
に
も
手
し
ま
し
た
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い
ま
す
。
一
三
口
九
十
一
i
万
九
千
円
で
前
年
度
二
百
九
十
六
万
四
千
円
（
西
二
、
れ
る
。

子
や
自
分
の
外
観
を
肝
の
年
盆
に
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
な
っ
と
う

新
ら
し
く
架
け
ら
れ
る
ほ
は
、
こ
の
ほ
は
、
四
十
一
年
度
末
に
比
―
二
日
＝
＋
二
万
九
千
円
と
三

0

七
劣
）
と
公
電
接
続
通
話
料
五
十
そ
の
ぼ
か
主
な
救
出
は
、
貯
水

と
ら
わ
れ
ず
に
、
一
度
と
つ
<
n

劣
り
大
1
1
1な
引
上
げ
と
な
る
。
五
万
五
千
円
、
保
守
用
自
動
卓
購
一
夕
／
ク
塗
装
工
れ
炊
口
十
万
円
、
団
に
は
チ
プ
ス
菌
な
ど
を
殺
す
抗

現
在
の
ほ
の
位
逍
か
ら
約
三
十
メ
完
成
の
見
込
み
で
す
が
、
現
在
予

と
た
し
か
め
て
み
る
が
よ
い
。
国
庫
文
出
金
は
、
千
六
百
五
十
入
牧
三
十
三
万
円
、
公
佑
探
元
利
公
偵
牝
元
利
竹
遠
金
百
三
十
一
万
生
物
竹
的
効
果
の
あ
る
こ
と
が
認

ー
ト
ル
上
流
で
、
工
事
の
概
要
は
定
さ
れ
て
い
る
東
北
自
動
車
道
の

平
均
的
に
見
て
、
戦
前
四
十
オ
の
二
万
円
と
総
額
の
五
四
、
二
％
と
併
遠
代
八
十
一
万
四
千
日
、
そ
れ
五
千
円
、
そ
の
他
一
般
行
埋
抒
と
め
ら
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。
そ
の

女
性
は
今
日
の
五
十
五
オ
に
相
当
橋
長
二
四
、
六

m

館
林
イ
ン
タ
ー
デ
ュ
ン
ヂ
ヘ
の
連
依
存
度
か
麻
い
。
し
か
し
、
な
お
と
今
回
の
改
修
工
事
で
一
般
会
計
な
つ
て
い
る
。
ほ
か
い
ろ
い
ろ
の
効
能
が
研
究
さ

す
る
。
だ
か
ら
今
日
六
十
オ
の
人
巾
員
六
m

絡
消
路
と
し
て
、
地
域
開
発
に
大
国
保
運
営
は
容
易
で
な
く
、
財
政
か
ら
六
百
万
円
を
繰
人
れ
し
た
の
水
逍
会
計
は
、
人
件
代
が
一
名
れ
て
い
ま
す
『
》

は
戦
前
の
五
十
才
以
下
の
若
さ
で
橋
采
工
活
荷
韮
合
成
化
段
い
に
役
立
つ
し
の
と
期
待
さ
れ
て
は
極
め
て
苦
し
く
、
全
国
的
に
窮
で
、
東
小
学
校
建
築
な
ど
財
政
需
丁
、
経
済
的
な
管
理
絆
荘
で
あ
る
安
く
て
お
い
し
い
な

6
と
が
を

且
ム
ロ
一
基
、
ま
す
。
乏
の
国
保
財
政
を
救
·
1
よ
う
、
国
用
の
多
い
一
般
会
計
え
百
万
円
を
こ
と
か
ら
一
番
帥
全
な
財
政
と
ぃ
＿
た
ぺ
さ
ん
め
し
あ
が
つ
て
く
だ
さ

血
補
助
金
増
額
の
要
諸
を
全
国
市
繰
出
す
。
そ
の
け
か
は
一
般
施
設
え
る
。

あ
る
わ
け
で
あ
る
。
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議会だより

米

の

第
二

回
定
例
会

四
十
年
鹿
補
正
予
算
な
ど

増
産
を
図
り
ま
し

よ
、
つ
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今
年
も
、
こ
の
大
切
な
米
の
作

付
け
期
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
今

か
ら
栽
培
壱
理
に
注
意
し
て
増
産

日
に
心
掛
け
ま
し
よ
う
。

1
5
-
、
種
子
消
詣

塩
水
選
等
で
良
い
種
子
を
選
び

更
に
、
健
全
な
粕
を
作
る
た
め
に

月4
 

年
消
詣
を
完
全
に
行
な
い
ま
し
ょ
う

。
消
毒
槃
は
全
部
村
か
ら
股
協
を

4

通
じ
配
布
し
ま
す
か
ら
部
落
共
同

和
で
実
行
し
て
下
さ
い
。

昭
二
、
苗
代

茄
代
R

数
は
、
育
1山
の
方
法
に

よ
っ
て
も
違
い
ま
す
が
、
大
体
早

多
い
が
、
植
付
け
時
期
を
繰
上
ま
す
。
こ
と
に
昨
年
は
、
防
除
効

げ
て
、
生
育
期
間
を
長
く
す
る
果
が
大
き
く
あ
ら
わ
れ
て
収
益
に
固
定
資
産
税
の
免
税
点
の
引
上
げ

鰭
汀
[
[
ぃ
彗
パ
詮
は
い
鱈
"
[
土
地
八
万
家
屋
五
万

地
方
悦
法
の
一
部
改
正
に
よ
り
未
満
は
一
割
増
、
三
倍
以
上
八
倍

早
目
に
植
付
け
る
よ
う
心
掛
け
稲
を
完
全
に
守
つ
て
培
産
に
心
掛

固
定
汽
産
税
の
宅
地
そ
の
他
の
土
未
滴
は
二
割
増
、
八
倍
以
上
は
三

ま
し
よ
う
。

1

ま
し
よ
う
。

1
0
1
栽
柏
密
度
は
植
付
け
時
期
こ
の
ほ
か
水
管
理
の
問
題
や
施
地
の
増
税
に
伴
つ
て
、
免
税
点
の
割
培
と
な
り
ま
す
。

、
品
種
等
に
よ
っ
て
多
少
差
は
肥
碁
竿
等
に
つ
い
マ
は
、
既
に
配
引
上
げ
な
ど
條
正
を
行
っ
た
結
果
又
、
そ
の
反
面
、
免
税
点
が
士

あ
り
ま
す
が
、
坪
刈
り
な
ど
の
布
し
て
あ
る
稲
作
病
虫
害
防
除
唐
去
る
三
月
一
一
十
五
日
衆
議
院
本
会
地
に
あ
っ
て
は
八
万
円
（
現
行
―
―

実
紐
か
ら
三
、
三
平
方
メ
ー
ト
を
参
考
に
、
指
導
機
関
と
連
格
を
議
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
万
四
千
円
）
家
屋
に
あ
っ
て
は
五

ル
当
り
七
0
株
程
度
が
よ
い
成
と
つ
て
今
か
ら
米
の
培
産
に
心
掛
従
つ
て
昭
和
四
十
一
年
度
の
固
万
円
（
現
行
三
万
円
）
伯
却
資
産

紋
を
あ
げ
て
い
ま
す
。
け
ま
し
よ
う
。
定
活
産
税
に
つ
い
て
は
、
宅
地
等
に
あ
っ
て
は
三
十
万
円
（
現
行
十

（
殷
地
以
外
の
土
地
を
い
う
）
に
五
万
円
）
に
そ
れ
ぞ
れ
引
上
げ
ら

つ
い
て
は
、
新
評
価
額
が
、
昭
和
れ
る
こ
と
に
な
つ
て
居
り
ま
す
。

り
浅
柏
え
す
る
こ
と
か
大
切

x
x
x

で
す
か
、
一
般
に
耕
転
機
な
ど

x
x
x

―
二
十
八
年
度
の
評
価
額
の
、
三
倍

川
俣
駅

鸞塁］］つiに生をて除が さめ用 く動のし か
効の長のはち寒 い役ななだ場皆て村＼ヽ
果もも調‘で 1 、春゜均さおさでさ職内
がとち度家ぁ間 住る‘いすま場のま
あをさ品屋る 1ょの 民場背゜°のにこ
り絶せには°‘大 課合少 どた働どし
ま滅‘つも屋つ へは年 しめくも
すすまいと内い掃 お‘広 どに勤会よ
°るたてよ外手 届ぁ場 し設労‘~
等丘もりのを除 けりを こけ土青つ
非虫寿す大ぬ くかこ 利た｝圭
常発命ぺ掃きしよ だじ使 用運年そ

全
まらで＼、一下 と ら第なか年 1 ＇じばは゜
し全もませ旬今戸 し尚洩皆いけのこ仕めなた金私
よ戸なすいよ年洩ま今れ屈まてこの平てららは迷つ腸
う洩< °にりも し年なにす腸と健もよなくはの＼、バ

o ;1 嘉原鸞〗悶悶だ序贔言日゜峰雙辻叫譴てラ
くのら大上に り種知程予月ままえ健健けは 予
実たい掃旬なく 料願致が防かもすも康康 li財 防
施めわ除にら 金＼、しき接らる°わにでで産 接
し、でれをか＼、 はままま種五た けしなきで
たする行け四 無すすりを月めばてけるあ 種
しかまなて月 料°ヵ、次行に例ょはれ‘る に

◎
4
1年
四
月
現
在

小
中
学
校
児
泣
生
徒
数

0

東
小
男
2
4
4
女
2
0
7
計

5

0
西
小
男

2
5
4
女
2
4
3
計
4
9
7

ー

0
明
中
男
2
8
6
女
2
9が
5
7
7

0
新
入
児
童
生
徒
数
調

C
東
小
男
3
1
女

2
8計
6
2

0
西
小
男
3
3
女

3
8計
7
1

0
明
中
男
8
6
女

8
2計
1
6
8

0
幼
児
学
級

・
東
部
男
1
8
女
1
6
計3
4

・
中
部
男

1
7女
1
8
計
3
5

•
西
部
男
2
1
女
2
1
計
4
2

〇
公
立
高
等
学
校
入
試

合
格
者
調

公
立
高
等
学
校
入
試
合
格
者

は
、
館
高
一
1
\
0、
館
女
一
ユ
ハ
、

板
倉
分
校
ニ
ニ
、
大
泉
高
一
九

、
太
田
高
二
、
太
田
工
高
三
、

太
田
商
高
四
、
羽
実
一
、
熊
谷

高
一
、
足
利
高
二
、
合
計
―
―

0
名
で
合
格
率
は
約
八
三
％
で

す
。
公
立
高
校
に
は
い
れ
な
か

っ
た
も
の
は
全
部
私
立
高
校
に

入
学
し
ま
す
。

/.h 



村の人口

一 4 月 30日現在—

世帯数 1,747戸

人口総数 8,845人

男 4,372人

女 4,473人

本籍人口 12,173人

人口密度 462人

臼
帽
麟
建
築

三
室
二
五
が
度
の
身
体
障
害
者
、
夫
と
死
別
し

玄
関
、
廊
下
、
リ
フ
ト
、
ダ
ス
リ
国
民
年
金
の
加
入
た
母
子
な
ど
で
、
現
在
福
祉
年
金
題

ト
シ
ュ
ー
ト
な
ど
附
屈
肱
段
よ
を
う
け
て
い
る
人
は
、
笛
年
六
月

一
、
豆
琴
叩
だ
も
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
に
所
得
状
況
届
を
出
す
こ
と
に
な
話

金
っ
て
い
ま
す
。

目
胃
ェ
臼
叩□
口
『
ロ
ー
4
-
]

〖
ご
国
』
[
[
十
汀

□
叫
昌
国
」
：
｀

:
1
|
*
5
9

コ
臼
且
賢
昇
で
一
日
ゎ
こ
な
わ
れ
河
且

5

ぷ
言
げ
紅
汀
豆
且
：

I
|
l

ロ
叫□
]
,
職
教
：
『
関
]
廊
-
/
]
ー
◎
保
動
]
見
／
口
田
祉
]
／
税
運
／
動
口
]

.
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ロ
度
]
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]
で
町
威
委
強
般
[
[
:
防
期

.. 

“
]
薬
駆
菌
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蓑

き

ま
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芭
蕉
の
句
に
「
や
が
て
死
存
こ
う
な
っ
て
は
折
角
長
生
さ
し
て
絵
画
で
よ
し
、
盆
栽
の
手
入
れ
に
熱
心
な
関
口
清
一
郎
さ
ん
（
新
里
）
意
し
て
見
て
く
だ
さ
い
。
こ
の
蛹
生
用
と
か
あ
り
ま
す
が
｀
栖
物
に
＿
と
薬
害
を
だ
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
人
が
婚
姻
期
間
二
十
五
辻
以
上
の
は
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
約
一
町
歩
に

バ
只
諄
汀
い
パ
い
0
毎
日
力
送
れ
f
今
ー
こ
と
『

□
国
-
ー
]
9

白
□戸
飼
言
ー
｀
｀
い
い
パ

]
[
m
釘
、
い
い
を
使
用
し
ま
す
事
円
｀
直
コ
左
い

L
の
メ
モ

]
賃
圧
[
[
[
:
`
*
]
[
]
い
よ
』
雙
ジ
｀
目
｀
｀
直
認
翫
阜
虞
雷
輩
出
閏
髯
叫
悶

[
"
`
m
`
`
`
□

口
]
]
』
"
]

.

.
 

{
f.7
[
{
[

『
l
l
E
P

□
□
]
]

『
[
[
『
]
訓
四
叩
疇
叫
叩
亨
兄
冑

ま
し
い
。
こ
?
-
.
`
ぷ
,
r
.
』
従
来
の
二
百
五
十
万
円
・
こ
法
定
相
と
に
な
っ
た

c

続
税
関
係
で
述
ぺ
た
逍
産
に
か
か
動
を
く
り
返
え
し
た
い
も
の
で
す

趣
味
を
持
と
う
テ
レ
ッ
ク
ス
）
と
D
D
V
P
剤
と

ヽ
、
が
あ
リ
ま
す
が
、
D
E
P
剤
の
ほ
ま
た
手
首
も
振
つ
て
手
の
甲
か

し
た
趣
味
を
持

1
,

9々

萩
人
の
数
に
五
十
万
円
を
乗
じ
た
こ
れ
ら
の
改
正
に
よ
り
、
相
絞
る
配
偶
者
控
除
は
適
用
さ
れ
な
、

・
う
が
長
く
効
き
ま
す
。
＇
l
|
し
は
れ
た
り
し
な
い
よ
う
に
予
防
し

老
後
を
楽
し
く
す
る
た
め
に
つ
て
い
れ
ば
一
、
金
額
と
の
台
引
額
か
ら
、
四
百
万
ま
し
よ
う
。
屎
作
業
を
は
じ
め
る

人
て
い
て
も
淋
、
ヽ
桑
の
場
合
に
は
、
残
効
性
の
短
ぃ
円
と
法
定
相
統
人
の
数
に
八
十
万
叩

I日
パ
一
日
か
ら
吟
的
て
メ
ー
ト
ル
i
L
前
、
予
備
運
動
と
し
て
体
操
を
す

な
っ
て
か
ら
の
生
活
が
開
題
な
の
間
に
合
わ
な
い
の
で
あ
る
。
し
く
な
く
「

b
5

i

D
D
V
P
剤
を
使
用
し
て
く
だ
さ
円
を
乗
じ
た
金
額
と
の
合
計
額
に
お
た
く
の
「
住
ま
い
」
は
る
よ
う
に
す
る
と
よ
い
で
し
よ
う

で
あ
る
，
じ
い
さ
ん
、
ば
あ
さ
ん
そ
れ
に
は
、
レ
ジ
ャ
ー
を
有
効
々
是
好
日
」
の
い
．
引
上
げ
ら
れ
る
。
何
平
方
メ
ー
ト
・
ル
？
農
作
業
の
能
率

一
ー
・

が
そ
ろ
つ
て
い
れ
ば
お
互
に
慰
め
に
使
っ
て
何
”
i
つ
で
も
二
つ
で
楽
し
い
月

R

が
．
＇
，
”
市
販
楽
剤
に
は
、
殷
槃
用
と
衛
®
今
回
の
西
止
に
よ
り
遥
産
に
か
·
昔
か2
日
本
の
計
鉢
単
位
にrt
公
（
お
お
や
け
）
の
証
明
、
業
務
供
作
業
の
能
半
を
あ
げ
る
た
め

合
う
こ
と
も
励
ま
し
合
9
こ
と
も
も
息
床
を
持
つ
こ
と
で
あ
る
。
趣
げ

0
れ
る
と
忠
．
．
｀

.. 

つ
て
い
た
尺
頂
法
は
、
昭
和
三
十
一
上
の
計
盈
単
位
が
、
す
べ
て
メ
ー
胄
召
賢
丑
五

出
来
る
が
、
ど
ち
ら
か
欠
け
て
し
味
は
人
生
を
ゆ
た
か
に
し
｀
人
生
同
じ
趣
味
を
-
.
,
;
`
'
几
い
＇
＼
午
千
小
ノ
土
由
の
四
年
以
降
、
メ
ー
ト
ル
法
に
切
り
ト
ル
法
に
よ
り
な
け
れ
ば
な
ら
な
む
よ
り
、
一
時
哨
働
い
て
十
五
分

キ
．
ま
う
と
独
り
ぼ
っ
ち
に
な
っ
て
孤
を
う
る
お
す
も
の
で
あ
る
。
そ
し
持
つ
人
た
ち
が

d

i
.
i
r
？
点
．
換
え
ら
れ
て
き
て
お
り
ま
す
。
く
な
り
ま
し
た
。
休
む
と
，
ぅ
小
休
止
を
こ
き
ざ
み

（
口
。
[
:
正
し
＂
直
に
（
口
汀

0
活
を
楽
し
く
す
る
し
”
汀
．
只
こ
戸
詞
臼
戸
コ

□
臼
賢
ね
汀
魯
生
活
文
募
集
の

1
0灯
戸
昇
冒
＼
”
[
い
紅
賢
い
‘
口
且
贔
い
け
覧
雙

し
は
、
こ
と
し
の
一
一
＿
月
ま
で
メ
ー
ト
土
地
の
広
さ
、
建
具
の
大
さ
さ
な
す
。

な
く
な
る
と
寂
琴
感
が
強
く
な
っ
翌
ょ
し
小
唄
で
よ
し
、
和
歌
ば
何
と
か
し

9

そ
の
グ
ル
ー
プ
を
（
教
育
長
）
ル
法
と
尺
貰
法
と
の
併
用
（
平
方
一
ど
を
、
平
方
メ
ー
ト
ル
で
す
ぐ
言
ま
た
、
こ
の
小
さ
ざ
み
の
休
み

ヽ
て
世
を
は
か
な
む
よ
う
に
な
る
。
で
よ
し
俳
句
で
よ
し
、
が

1
で
よ
し
育
て
て
行
き
た
い
と
思
つ
て
い
る
今
回
、
労
働
省
が
主
佃
し
、
総
理
は
便
秀
作
品
六

0
編
以
内
と
し
て
の
と
き
、
立
つ
て
、
る
よ
り
す
わ

し
メ
ー
ト
ル
と
坪
）
が
認
め
ら
れ
て
え
る
よ
う
頭
の
中
に
入
れ
て
お
く

7
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一
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一
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9
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•
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m
府
、
日
本
新
聞
協
会
、
日
本
放
送
労
働
大
臣
宜
及
び
副
其
が
授
与
さ
っ
て
い
る
方
が
よ
ー
し
、
す
わ
っ

句
に
か
け
て
発
生
し
、
菜
を
加
害
き
ま
し
た
。
こ
と
が
必
要
で
す
。
て
い
る
よ
り
寝
こ
ろ
ん
で
休
ん
だ

ア
メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ
ト
リ
の
撲
減
＿
＝
ピ
闘
彗
配
麟
心
『
い
汀
叶

H
(
]汀
，
：
細
に
つ
し
て
は
役
場
住
以
店
竺
王
彗
門
汀
。
●
戸
‘
-
T
戸
い
／

1
昇
1
1ば謬

I
C竺じ
げ

九
月
中
旬
か
ら
下
旬
に
か
け
て
蛹
少
者
の
生
活
文
を
芽
集
し
て
い
ま
民
課
に
こ
照
会
下
さ
い
。
一
の
取
引
、
登
記
申
諮
、
税
務
等
の
一
ー
ア
ー
ル
で
約
一
畝
、
百
ア
ー
ル
一
る
よ
う
に
し
ま

L

よ
う
。

め

1

今
が
絶
好
の
チ
ャ
ン
ス
で
す
ー
ー
|
と
な
り
．
土
中
や
樹
皮
の
間
な
と
叫

5
月
且
菩
荘
荘
痣
且
昔
注
目
荏
昔
召
琵
且
昔
且
荏
且
荏
迂
昔
且
且
且
且
且
昔
且
苔
且
巨
且
昔
珪
昔
昔
＂
且
昔
且
且
珪
弓

す
。
が
あ
り
ま
す
の
で
全
貝
検
診
す
ぎ
く
だ
さ
い
ま
せ
。
こ
れ
は
、

ア
メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ
ト
リ
は
、
さ
だ
さ
い
。
幼
虫
期
は
一
二
十
日
か
り
三
十
五
で
越
冬
し
ま
す
。
働
く
年
少
者
に
働
く
生
活
の
一
尉
i
中
メ
に
は
私
た
ち
の
『
湖
山
荘
』
へ
る
訳
に
は
ま
い
り
ま
せ
ん
。
も
毎
過
日
耀
日
夜
九
時
か
ら
―
-
+

日
で
す
が
、
こ
の
間
に
か
た
ま
つ
●
防
除
の
方
法
＂
＂
皆
さ
ん
の
健
康
保
持
と
慰
安
休
憩
料
れ
た
方
は
次
回
に
行
い
ま
す
。
分
間
放
送
さ
れ
る
自
王
祐
組
で

く
ら
、
イ
ラ
タ
ナ
ス
な
ど
の
街
路
◆
ど
ん
な
虫
か
．
、
幼
虫
の
発
生
時
期
に
な
っ
た
ら
実
佑
や
働
く
生
活
の
体
験
を
通
じ
＂
＂

樹
、
庭
木
、
桑
、
梨
な
ど
の
魯
ヶ
ム
シ
の
一
種
で
、
成
虫
は
体
て
生
息
す
る
幼
虫
は
も
の
す
こ
\
皿
[
の
場
と
し
て
、
群
馬
県
国
民
健
半
日
大
広
間
使
用
一
人
に
つ
該
当
の
お
子
さ
ん
は
全
員
も
れ
す
が
、
加
入
者
の
み
な
さ
ん
に

、
桑
、
さ
く
ら
、
プ
ラ
タ
ナ
ス
な
て
の
感
想
、
考
え
方
等
を
生
活
文
＂
＂
康
保
険
団
体
連
合
会
で
、
昭
和
き
ー

0
3
円
、
客
室
使
用
一
人
な
く
検
診
を
受
け
ま
し
よ
う
。
一
陪
親
し
ま
れ
る
番
組
と
す
る

r
_
[
]
]
]
]
[
6
]

下 ]
]
[
]
]
0
[
B
B
]
]
]

口
]
]
]
/
]
J
l
]
]
J
l
/
〖

□]
J
l

]
B
[
]

』
[
]
』
言
＿
十

]
B
B
[

a
j
j
`
@
p
i

T
]□
[
[

ロ

。
も
し
、
発
生
を
発
見
し
た
と
き
の
あ
る
馬
色
、
体
色
は
淡
黄
色
の
ら
八
月
上
旬
に
か
け
て
出
て
き
て
い
と
こ
ろ
、
被
宅
樹
の
幹
に
巻
か
少
者
で
、
主
と
し
て
次
に
掲
げ
る
＂
＂

は
、
役
場
経
済
課
え
連
絡
し
て
く
一
幼
虫
と
な
り
ま
す
。
、
幼
虫
は
八
月
上
旬
か
ら
九
月
中
—
h

た
ワ
ラ
や
杉
皮
の
間
な
と
、
注
内
容
と
す
る
（
題
名
は
自
由
）
』
·
[
彦
こ
』
』
”
号
＝
＝
―
乳
幼
児
健
康
診
査
一
会
長
＿
副
会
長
＿
書
記
＿
会
計

e
L
-
]

叫
凸
j
J
[
口
馴
い
い
[
\
ぃ
悼
閲
い
＼
口
]
[
]
攣
冨
言

は
出
な
お
利
用
な
さ
る
方
は
役
堪
ま
せ
ん
。

ー
i
；
住
民
課
に
申
込
ん
で
下
さ
い
。
人
間
の
基
礎
づ
く
り
の
段
陪
◎
婦
人
会

＼
て
い
る
か
な
ど
）

し
一
副
会
長
一
書
記
一
会
計
一

〇
職
場
生
活
と
創
意
工
夫
血
楠
設
の
利
用
は
、
に
あ
る
乳
幼
児
の
健
康
の
保
持

さ
〇
職
場
生
活
と
私
の
将
来
i
i
宿
醤
科
（
＿
泊
ー
ー
在
）
及
び
増
進
を
は
か
る
た
め
、
毎
一
ー

ん
"
”
国
保
被
保
険
者
八

0
0

円
（
月
、
医
師
及
ば
保
健
所
か
ら
の
藤
野
静
枝
―
_
―
矢
品
キ
ミ
子

m
~

外
に
サ
ー
ビ
ス
料
一
割
入
鴻
税
応
援
を
得
て
保
健
指
導
、
健
康

I
t
原
稿
枚
数
は
四

0
0
字
詰
原
稿
出

用
紙
六
枚
以
内
、
送
付
先
は
前
橋
一
一
三

0
円
）
診
査
を
行
い
ま
す
。
一
黒
沢
し
げ
国
沢
ふ
じ
＿
小
松
原
喜
代
子

市
北
曲
輸
町
、
群
馬
県
婦
人
少
年
血
~
そ
の
仙
五
月
は
、
二
十
六
日
を
予
定

室
。
締
切
り
は
六
月
十
日
。
選
定
’
~
に
同
じ
）
し
て
い
ま
す
が
人
数
等
の
都
合

昭和 41 年 5 月 15 日
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し観・驚めが村し大・゜育開・涯ツ 第 5 フ号
直と嘆て‘々て前•まと発・をで栃 === 

閏比髯叫ミめいわ＝ 1：こ仁｀ ｀：日：言
理・ヤ版るし且↓ ＿仁た教田・生町 —— 

水保事建代
路のの設田水
蘊た一さ村汽

-----— - 設め環れ上源•. 1 , 9 ににとて中開
対行しし、森発
しなてる地公
てゎ‘利先団

ーヒ糾一己上—』 ・↓訳塁悶芦
対邑用口根つ

- 1 J策楽水堰｝II て
委用確工に千

汀［屯［叫罰叫叫曰· ―疇•. 1，ー し直1
i 1t i i ! ; ] ! i i ; ; ; [ i ¥: : i i ; : ; ] i ku．し｀i.｀：、｀竺｛→―;99『:ば政‘が担路つ伸 がけすのがに下す闊会のあ行のれ ./'・， .. ．区役農‘ 成
な水健年が整なび は翌る東‘；；半°で計状る状あた 1 、一賣ー — ' - - . • 村貝菜六 さ
り準全々増備が以 か年財小四 It期 堅を況い況ら第里 （埼王用水の自動水位調節堰附近） 地及委月 れ
まの財拡加なる上ら度源学十る＾実のはは‘ま二言 区び貝ーま
りしつご―L 百つ度三円 と予千回で額 願さにせ冒 察月‘マカ理水水理卜 すな良ら 五水根五 ろ水‘的し同都用 て長役
でてた比‘五たに万と村な算 1りにしは九一＼、まあ I 奎 こ案は武イし解計路道舗用°が区始用三 C 加‘邑う系阪なて様市水邑協な員
すの°ぺ二十゜比六予税りはをわた七月般申方た：昌 の内じ蔵クてを画が路装水 らとめ水屯‘用四楽との東取‘に用辟楽議ど‘
0 由＇収て百ー地べ円冥収ま八追たが千末会しのつ今昌 ょをめ用口もしに計を水路 準エら路と五水六用す充用水炭‘水が用し関晨
入一九万方八超額入し千加り ‘匹＾計あこ・て後亘 ぅしか水パらてつ画取路は 備事れのな屯二屯水る分水を菜利や東水‘係協
支一十二交·過にはた七補千十百上 げ理一の言 なてら‘スういいさ付の‘ が実る建つ‘‘でのもな‘行用根農京は結者長
出·三千付九収対 ；百正：：：ニ八半 ま解陥諸亘 ‘い実埼でたたてれ I t IJ'~ 進施予設て北四水取の用北な水加菜都‘成約‘
の七万円税劣入し竺 二を百月十期 すとの施圭邑ま際玉‘めだーて‘か面 め計定エい）l| 三系水で水川いの用用‘対さ五戻
予彩円とはのと‘千 十し三‘三末 ゜こ村策言楽すの用利‘き般＼、 U‘ コ ら画で事ま辺屯別猛す確辺利安水水埼岸れ十呆
算の‘予‘伸な六四 万て十三万ツ 協民を至用’施水根公建関ま字両ン れを‘はす用｀には°保用根定路の玉のま名共
額増前ヰ四びり百十 八‘七月五の 力の進＇水 設な合団設係す溝側ク て協土‘°水阪は‘ を水加とを取県兄しか冶
にと年に千と前三五 千最万の千予 をみめ＝の のど口でに者°のにリ し、議地秋 二東‘毎 はの用合整水 OO 沼た集組
対な度対七な年十万 円柊三三円罪 ；；なる言建 視今堰は協に用復管 1 まし改か ‘用利秒 か三水理備との代°つ合

長g ：麦翌讐蕊［閲詈斎 :会:·別::xi:;:：嘉苓口合］］因砿ふ百：］す 1 ー［ ！島； t,; ：弓向：·歪t； 六 麿： 詈：もg：らぎ [:9 〗
十会会つ円険装万県和の 収入 87.203i95.714| °8.506 一竺色空径言 と本‘全名でれ永の人挙ま 月 弥 決委期こま益用路策

塁芸計：賣墨息屑曇そをllil::t「斎一雙一悶鬱悶笥 勺旦 ~Ii な鼻： 悶暑豆；羞き盆i、 ; :且：苦if 9 『 :;9 ii塁
千予 す給計百‘工百の険特別会計支町3国297701 373 98.76 9 大成査 にの十た人挙調査九氷 日 田包保蔵兵た役て用業はをにで
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- --- --
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村の人口
―7 月 1 日現在—
世帯数 1,760戸

人口総数 8,837人

男 4,363人

女 4,474人

(6 月中のうこき）
出生 4 人死亡 9 人
転入 38人転出 40人

水道ポンフ゜取替え終る

長い間の不便を解消

先
月
二
十
日
水
源
ボ
ン
プ
の
突
到
底
、
水
が
間
に
あ
い
ま
せ
ん
の

然
の
故
隣
で
断
水
及
び
制
限
給
水
で
新
規
に
水
中
ボ
ン
プ
を
購
入
し

な
ど
あ
り
十
分
な
給
水
が
で
き
ず
、
こ
の
ほ
と
よ
う
や
く
取
り
付
け

利
用
者
の
み
な
さ
ん
に
大
変
こ
迷
を
完
了
し
ま
し
た
。

惑
を
お
か
け
し
ま
し
た
が
、
幸
い
新
し
い
ず
ン
プ
は
、
水
中
型
で
＝

た

み
な
さ
ん
の
御
坪
騨
と
御
協
力
に
、
い
ま
ま
で
の
し
の
以
上
の
性
能
ち

よ
り
芯
場
を
過
こ
せ
ま
し
た
こ
と
を
し
つ
新
型
で
す
。
人

を
深
（
感
謝
い
た
し
ま
す
。
し
か
し
、
昂
近
、
水
の
使
1
1
1
が
の

る

ま
た
、
断
水
に
よ
る
緊
急
給
水
非
常
に
多
く
な
っ
て
お
リ
ま
す
。
キ

に
あ
た
り
、
館
林
市
、
板
倉
町
及
も
ち
ろ
ん
生
活
水
年
の
向
上
に
t

び
千
代
印
村
の
硝
切
タ
ン
ク
車
あ
伴
な
い
、
家
庭
川
水
の
I
t
用
辿
は
う水

る
い
は
河
本
工
棠
株
式
会
社
の
散
多
く
な
り
ま
す
が
、
現
在
の
使
ル
を

水
車
の
応
援
出
動
を
要
訪
す
る
な
輩
は
、
そ
れ
ば
か
り
で
は
な
＼
よ

4
9

ど
、
絶
大
な
こ
協
力
を
い
た
だ
き
う
で
す
。
そ
の
た
め
攪
械
に
余
計
の

ま
し
た
。
故
匹
は
、
地
下
四
い
い
の
な
負
担
を
か
け
て
事
故
の
原
因
と
急

応ら

水
中
で
、
ポ
ン
プ
シ
ャ
フ
ト
の
力
し
な
り
ま
す
の
で
、
水
迫
は
、
使

バ
ー
が
折
れ
た
の
が
主
な
原
因
で
川
役
ば
必
ず
栓
を
し
め
、
流
ー
放
か

す
．
し
な
と
を
し
な
い
で
、
正
し
，
砒
~
車

ク

こ
の
修
理
に
は
、
ポ
ン
プ
構
造
駄
な
く
使
う
よ
う
お
願
い

L

i
す

が
復
雑
の
た
め
に
相
当
期
間
を
要
。
ま
た
、
水
源
に
予
備
施
殴
の
な
タ
ー

し
、
そ
の
間
応
急
ポ
ン
プ
で
は
‘
―
い
こ
と
か
今
回
、
利
用
者
に
大
き
防

肖

・
ヽ
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冒

：
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戸
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：
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人
聞
の
欲
望
に
は
際
限
が
な
い
。
に
排
水
す
る
村
内
の
排
水
系
統
は
術
対
策
」
に
詳
し
く
栽
せ
て
あ
り

I
『

5
と
は
逆
に
な
っ
て
い
ま
す
。
に
な
る
わ
け
で
す
。

、
全
く
哉
能
が
止
ま
り
、
耕
地
は
ま
す
か
ら
活
用
し
て
、
こ
れ
か
ら
I
1
§
姿
§
`
`
』
`
`
`
`
‘
`
`
`
`
`
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‘
`
‘
`
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゜
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欲
望
の
赴
く
ま
ま
に
任
せ
た
ら
ど
勺
心
ら
溢
れ
て
水
稲
を
は
じ
め
陛
稲
の
行
理
に
万
全
を
期
し
被
否
を
最
そ
こ
で
、
汗
を
た
く
さ
ん
か
い

う
な
る
か
。
人
間
の
心
に
し
プ
レ
、
野
菜
な
ど
が
水
と
冠
り
、
特
に
少
限
に
止
め
る
よ
う
に
努
め
て
く
，
―
．

,
5

八
年
連
続
旧
ホ
早
{
5仇
心
元
砧
5

―
た
あ
と
は
、
な
る
ぺ
（
お
ふ
ろ
な

ー
キ
が
必
要
だ
。
必
要
に
応
じ
て
谷
田
川
沿
線
は
冠
水
期
間
か
長
く
だ
さ
い
。
一
水
ス

3
キ9

罪
い
ど
に
は
い
つ
て
、
か
ら
だ
を
消
潔

プ
レ
ー
キ
を
か
け
な
け
几
ば
な
ら
甚
大
な
被
害
と
な
り
ま
し
た

C

台
風
四
号
に
よ
る
肢
害
状
況
I
i
-
g
梢
瑶
県
知
事
か
ら
表
彰
す
で

m
叩
に
す
る
こ
と
で
す
。
お
ふ
ろ
の
な

谷
田
1
1
1
の
洪
水
を
排
水
す
る
新
水
—
し
て
い
時
は
、
ぬ
れ
た
手
ぬ
ぐ
い
な
ど

な
い
，
犯
罪
や
引
行
は
し
竺
レ
鋭
新
胤
川
排
水
裁
は
、
ま
だ
、
水
備
考
ナ
ス
、
胡
瓜
、
ト
マ
ト
等
府
昭
和
四
十
年
度
叫
民
税
の
完
納
協
力
と
こ
理
解
に
よ
る
も
の
で
厚
く
間
そ
力
。
で
、
よ
く
汗
を
ふ
き
と
つ
て
く
だ

□
『□
□̀
[
『
:
:
]
』
』
`
[
口
ぃ
¥
+
『
-
〖
詞
叫
〖
[
『
-
]
"
t
t
]
〖
叩

汀
[
1
]
且
I
i
臼
い
且5
詞
噸
応
這
註
知
舟
叙
紅
＂
”
蒻
“
”
品
祓
し
て
、
第
八
回
目
の
完
納
一
こ
の
村
の
四
十
年
度
の
県
民
税
月
通
な
会
ー
の
で
、
著
い
と
き
は
、
一
日
何
回

は
わ
の
す
か
ら
明
る
く
な
る
。
て
推
進
し
て
わ
り
ま
す
。
被
種
祠
深
は
靡
ー
一
表
彰
を
受
け
た

b
け
で
す
力
、
こ
一
領
は
、
四
百
七
十
一
万
円
で
し
一
今
社
交
を
社
_
で

bぬ
る
ま
ゆ
で
か
ら
だ
を
洗
つ

一
れ
は
、
納
悦
者
の
み
な
さ
ん
の
こ
た
。
一
て
や
る
こ
と
で
す
。

}) T 
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や
ま
う
の
漬
物
工
業
（
株
）
外
一
社

奨
励
措
置
適
用
工
場
に
指
定

明
和
屯
学
校
が
県
下
唯
一
の
美
心
情
や
鑑
打
す
ろ
力
を
投
う

術
科
研
究
校
と
し
て
県
教
委
か
ら

4

美
術
の
表
現
や
鑑
此
を
通
し

指
定
さ
れ
て
本
年
は
第
二
年
目
で
て
、
情
操
を
豊
か
に
す
る
と

あ
る
。
学
校
で
は
美
術
科
担
任
の
と
も
に
、
美
術
的
な
能
力
を

_— 

交
校
岩
崎
先
生
と
紐
田
先
生
が
中
心
で
生
活
に
生
か
す
態
度
ゃ
習
慣

t
学
研
究
を
進
め
、
そ
の
他
の
先
生
方
を
茉
う
。

も
全
日
こ
れ
に
協
力
し
て
、
十
一
何
と
い
っ
て
し
、
知
・
情
・
意

走
中
月
に
予
定
さ
れ
て
い
る
研
究
発
表
の
問
と
統
一
の
と
れ
た
全
人
教

を
目
ざ
し
て
惜
し
み
な
き
努
力
を
育
の
立
局
か
ら
は
、
数
か
な
梢
操

指
麟
叶
恥
｀
指
祁
要
領
（
文
部
彗
濃
詮
闘

5年
評

究
―
―
闘
謬
誌
盆
町
臼
這
叶

5
9
]
5め
に
、
学
校
と
し
て
は

，
る
。
生
活
斑
境
夕
美
化
し
て
、
美
的
ふ

H
1
1

絵
画
や
彫
塑
な
ど
の
表
現
や
ん
囲
気
の
中
で
美
術
教
育
を
進
め

錢
打
を
通
し
て
、
美
術
的
な
よ
う
と
惜
進
を
韮
ね
て
い
る
。

和
末
現
迂
欲
を
高
め
、
創
作
の
真
に
美
術
教
育
が
徹
旺
す
れ
ば

喜
び
を
味
わ
わ
せ
る
。
追
徳
教
育
や
音
楽
教
育
と
相
ま
つ

循
r
2

昇
豆
唸
謡5豆
麟
朽
ふ
虹
謬
臼
□知
豆
認5

美
直

m
‘`
術
的
な
表
現
能
力
I
i
｀
汀
旺
豆
彗
に
比
い

3

わ
が
国
お
よ
び
諸
外
国
の
す
う
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
一
般
父

ぐ
れ
た
美
術
作
品
を
鑑
打
さ
兄
の
深
い
理
解
と
協
力
を
切
望
す

せ
、
自
然
に
親
し
ま
せ
て
、
る
も
の
で
あ
る
。
（
教
委
）
（
写
真

美
術
や
自
然
美
を
愛
好
す
る
は
体
育
館
前
の
塑
像
、
池
な
ど
）

報めいわ 第 5 8 号 (2)

代を貝 ま用致委て了 申かみ新や栗れ産措る エ経エ＾敏物た訪産設
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七役決二で 指貝‘貝ツ、出措産ひ・はしで林和‘こ定場対ほび式の極をと上
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六 豆油燃 台館人三〇ー な頑き造百 H 工 要 をはな額‘しま致
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ととら保出伴こ戟‘の保心検｝は後生‘しさ例 郎郎郎自益房工堀郎平原雙ビ

昂麟言『［累¢青詈［良元[gら；図点 震信： g二：乱闘：霊賃戻
ま税魯除な困‘行は様の る解域施きよ か正 霞昌矩沼‘ 9,l各花鯉〇印
しかL..がる民地な低，，＿こ消の設のう な外 ー百I ：忠． 4: 神井沈時沼小は

fi認五悶嚢記蘭贔農 亡：闊謬五 雰ー ］月し久弥は 啜そ；考塁信零
用の両ほ保法ま者率正な‘事匠と設ヵ、件 名原保新司 屯 目坂郎誠
さり←か除の L にの り今情 ‘L の図 ッロ庭井‘ ‘丑」：．‘司き

て椙十び

土；土土］］［＝：：：は：口［＇：種／：：：／／：；気運年：［
こ額税の

蓋 ふズ匹翌累醤且悶t界揺危晶；；；え合ぼ魯魯姦食 炉彗渇
か こる小なあし色はた o 補は全、こ ＾ー内実食 l ー 使 1侑都地
ら と実でるるf もが平‘校 11 小校で植を 一 乗少市等
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つ
れ
、
つ
れ

世
の
中
が
砂
漠
の
よ
う
に
潤
い

が
な
く
カ
サ
カ
サ
し
て
い
て
い
る

現
在
し
た
た
る
よ
う
な
緑
と
水
品

の
よ
う
な
泉
の
あ
る
オ
ア
シ
ス
が

必
要
ぢ
そ
れ
は
人
の
胸
の
底
か
＿

ら
快
い
明
る
さ
を
呼
び
起
す
、
あ
一

の
濁
り
気
の
な
い
「
笑
顔
」
で
は

な
か
ろ
う
か
。

な
ご
や
か
な
明
る
い
改
笑
や
温

い
こ
と
ば
に
出
会
つ
て
自
分
の
心

の
明
る
く
な
る
の
を
感
じ
な
い
人

は
な
か
ろ
う
。
誰
に
で
も
明
る
い

笑
顔
、
や
さ
し
い
芦
葉
で
話
し
か

け
て
み
よ
う
で
は
な
い
か
，

児
童
館
近
く
着
工
（
竺o
~
:
)

モ
ダ
ン
な
児
童
福
祉
セ
ン
タ
ー

第 5 9 号

昭和41年 8 月 20 日
村の人口
一8 月 1 日現在—

発行所 世帯数 I, 768戸

明和村役場 人口男総数 ：コ只
編集総務課 ー女 4,470人

庶務企画係 （ 7 月中のうこき）

印刷所小林印刷所 出生 11人死亡 5 人

胃］］］［爪：賃：三□［／］］胃
転入 34人転出 32人

］和］／口動陛
たにを ま十悼音 たてれにお中 さが期契き制すの払つ七でら百万遠万傷合金
°戦掲村し二式楽ま°金‘全 1 ヽ央八 姐:t 15 ま‘間約る保゜対第ゎ 1 、月＼、れ五円症円者百の
没げにた名がセた 子こ国てに月 I す契がなよ険し象四れて一らた十まのにの万支
者‘お°の挙ン｀ 新の戦‘お＋ 悼 日 。約終さうとたかにまは日れ一万で鳩ひ場円払
の目 1 ヽ 逍行夕県 市村没両い五 式 「 をわつにつがら‘す新以ると円の合き合か 1 、
め)-て 族さ I iこ さか者陛て日 一 解るてなけつ 1さ耕゜ら降契での範しあ三ら限

; 明和束小学校々舎及び体育館等這築は、順調に進めら； ＼、っは 代れでお んら追下は 1 よ 崩し 摩{.¥; i乞て！ ］レ も塁位て昴隈五＇；よ塁眉
；れて 1 、ます。視在、校舎は、基礎及び土問コンクリート打［ 讐；五 9 こ、農兄 よ廣塁塁嘉は 没 るは保してこれ隈 限しつ現 1こ七万れ円十が
きちが終つて、一階の鉄筋組立て、仮枠工事中です。 ; 祈 lf戸 参の戦は 列代が席国記 者 こ有険たもんたが 度た 1 、在ひ万円‘か万死
ミ 体育餌は、基礎立上りの仮枠工事がすすめられ、近くコi りるに 列村没高 し表挙の神念 と効は＇述どこ保 額事て‘き円かまら円亡
角ンクリート打ちに入ります。 念 まと半 さよ者崎 まと行も社日 しでそ現転はと障 が故も結あからた五にの
ら、'““”‘“‘“‘““‘“‘'““‘’““”““'‘”‘'””‘’’'”‘’'“”“"'““"'“”““'”'9999,• •，•99999が9 ：・ し共旗 れり追ー市 ししーさ：こ‘ ですの在で強で法 支に‘んげら百後十‘場

］］［］［誓］］］l：:]]□［］言］］］喜言i
／→うl
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村の人口
ー9 月 1 日現在—

世帯数 1,771戸

人口総数 8,840人

男 4,372人

女 4,468人

(8 月中のうこき）
出生 2 人死亡 7 人
転入 23人転出 23人

永眠する坂上村長 惜
し
い
人
を
失
う

教
育
董
点
に
輝
く
功
績

坂
上
村
長
は
、
九
月
五
日
午
前
三
時
二
十
分
、
心
衰
弱
で
館
林
厚
生
病
院
で
死
去
さ
れ
ま
し
た

葬
俄
は
、
村
葬
を
l

つ
て
八
日
午
後
一
時
よ
り
明
和
中
学
校
体
育
館
で
行
な
い
．
そ
の
選
徳
を

し
の
び
。
特
に
小
中
学
校
の
統
合
を
は
じ
め
、
教
育
施
設
設
備
の
充
突
は
村
民
の
誇
り
と
す
る

と
こ
ろ
で
、
今
後
更
に
、
政
治
、
経
済
、
文
化
及
び
社
会
開
発
の
面
で
村
政
躍
進
が
期
待
さ
れ

て
い
だ
だ
け
に
誤
に
惜
し
い
人
を
失
い
ま
し
た
。

疇
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虞
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冒
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]

一
を
実
現
し
て
、
施
設
段
備
の
整
備
そ
れ
程
に
故
村
長
は
私
共
村
民
し
た
こ
と
は
、
私
が
喋
々
す
る
ま
故
村
長
の
眠
り
の
い
や
か
ど
に
、
そ
の
日
に
サ
、
善
哀
を
し
な
t
れ

ヽ
―
―
―
麟
右
5
L
t
c
惰
効
県
の
向
上
1
5

日
五
冒
戸
琵□
門
竺
汀
彗
且
汀
琵
0
ん
こ
と
を
わ
祈
り
ぃ
ぱ
只
喜
闘

ま
ず
、
明
和
中
学
校
で
は
、
自
り
村
民
の
誰
も
が
心
か
ら
胸
襟
を
つ
た
こ
の
協
大
な
指
導
者
、
当
村
◇
て
す
で
に
な
き
人
々
を
思
、
お
こ

し
｛
咋
闘
目
叶
且
：
凹
て
語
り
合
っ
た
穀
も
信
頼
し
の
大

m」
人
を
失
っ
た
こ
と
は
誠
」
◇
正
彗
屑
襲

め
卓
疇
疇
彎
罰
罪
二
口
宣
麟
疇
国
皇
疇
口

報
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昭和 41 年 9 月 20 日 広

稲
は
適
期
に
刈
り
取
り
ま
し
ょ
う

今
月
の
納
税

l第
二
次
試
験
を
行
な
い
ま
す
。

＇
九
月
の
訥
税
は
、
次
の
と
お
第
一
次
試
検
は
昭
和
四
十
i
年

一
り
で
す
。
お
忘
れ
な
く
納
め
て
十
月
―-Hi
P
着
閾
笠
閤

-
l
l
-
l
l
言冒

言
[
]
]
]
[
"
]
:
[
]
J
J
l
]

養
手
当
、
通
勤
手
当
、
期
末
及

試
験
申
込
は
九
月
二
十
三
日
ま
て

ー
び
勤
務
手
当
か
支
給
さ
れ
ま
す

明
和
村
で
は
職
匡
の
経
染
を
は
昭
和
四
十
二
年
三
月
三
十
一

。
申
込
用
紙
は
、
役
場
総
務
課

し
て
お
り
ま
す
。
こ
希
望
の
方
日
ま
で
に
卒
業
見
込
の
者
或
い

は
次
の
要
領
に
よ
り
多
数
申
し
は
昭
和
十
九
年
四
月
二
日
か
ら

込
ん
で
下
さ
い
。
昭
和
―
―
十
四
年
四
月
一
日
ま
で
一
へ
諸
求
し
て
下
さ
い
。
受
附
期

存
格
は
、
学
校
教
育
法
に
よ
に
生
ま
れ
た
者
（
学
歴
は
問
わ
』
間
は
九
月
二
十
三
日
ま
で
で
、

貪
等
学
校
を
昭
和
三
十
八
年
な
い
。
）
一
平
日
は
五
時
、
土
曜
日
は
正
午

三
月
一
日
以
降
卒
業
し
た
者
又
試
験
の
方
法
は
第
一
次
試
験
ま
で
で
す
。

一
ら
、
こ
の
熟
期
を
標
準
に
し
て
が
五
一
「
名
い
る
。
明
和
村
の
婦
者
代
I
i
石
村
蔽
次
郎

1

ん
の
謝
辞

「
刈
り
し
ん
」
を
逃
さ
な
い
よ
う
人
会
で
は
毎
年
敬
老
会
を
地
い
勾
が
あ
っ
て
式
を
終
り
、
引
き
続
き

）
に
注
意
し
、
せ
っ
か
く
丹
栢
こ
め
に
行
な
っ
て
来
た
の
で
あ
る
ク
今
慰
安
番
組
と
し
て
中
谷
の
婦
人
を
一

2

て
実
っ
た
米
の
品
質
を
落
さ
な
い
年
は
村
内
ー
カ
所
で
合
同
て
．
‘
ろ
王
体
と
す
る
巽
踊
十
数
番
と
婦
人
一

( 

苗
代
期
か
ら
生
百
期
に
か
て
t
―
米
質

1
ご
著
し
／
喪
く
し
ま
す
。
こ
の
礼
に
は
そ
の
稲
の
刈
り
取
よ
う
に
、
適
期
刈
り
取
り
に
心
か
っ
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
明
わ
け
会
且
の
民
謡
踊
り
、
老
人
の
飛
入
一

不
良
天
候
か
続
き
、
こ
と
に
台
風
一
刈
り
取
り
必
期
を
知
る
の
は
な
り
適
期
が
し
る
し
て
あ
り

3す
か
一
け
ま
し
よ
う

o

t
t
会
福
祉
協
訊
会
、
明
和
村
数
育
り
出
浪
手
が
あ
っ
て
楽
し
い
一
日

四
号
の
集
中
奈
雨
で
、
大
き
た
水
か
な
か
む
ず
か
し
い
と
い
わ
れ
て
ー
—
1
|

宮
を
つ
け
て
心
配
さ
れ
た
今
4
の
り
ま
す
。
一
般
に
は
出
穂
L
て
均
叫
土
七
ム
＝
四
日
明
和
中
学
校
体
育
館
を
会
場
し
，
咎
さ
だ
っ
た
か
元
気
一
ば
い
一

稲
作
も
、
そ
の
後
の
天
候
の
回
復
か
り
成
熟
期
ま
て
の
口
数
で
、
早
と
し
て
実
施
す
る
こ
と
に
し
た

.. 

の
御
老
人
た
ら
は
婦
人
会
の
方
々
一

号
[
(
註□
戸
L言
よ
うBい
い
讀
肛
叶
＿
汀
盛
大
か
つ
和
や
か
に
＂
ほ
戸
□汀
ぇ
汀
覧
尺
汀
臼
ね

〇
し
か
し
、
米
の
収
ほ
を
さ
め
、
R
位
、
中
晩
生
種
で
三
十
七
日
ー
な
空
気
の
中
で
盛
大
に
挙
行
さ
れ
い
た
だ
い
て
み
ん
な
笑
頑
で
敬

6

品
質
の
よ
し
悪
＇
こ
を
き
め
る
最
後
匹
十
五
日
位
の
間
で
、
穂
軸
が
一
二
九
月
十
五
日
が
「
敬
老
の
日
」
八
年
の
日
露
戦
役
、
明
治
四
十
三
た
。
老
会
気
分
に
ひ
た
つ
て
居
た
。
誠

第
の
き
め
て
は
、
こ
れ
か
ら
稲
を
涵
分
の
一
程
度
黄
色
く
な
り
、
茎
や
と
銘
打
つ
て
国
民
の
祝
日
の
仲
間
年
利
根
川
破
堤
に
よ
る
大
洪
水
‘
式
は
坂
上
婦
人
連
絡
協
訊
会
長
に
美
し
い
団
依
ピ
っ
た
。

期
に
刈
り
取
る
こ
と
か
大
切
で
す
葉
に
は
や
や
青
味
力
残
っ
て
い
る
入
り
し
た
こ
と
は
御
承
知
の
通
り
大
正
十
二
年
の
関
東
大
震
火
災
‘
の
あ
い
さ
つ
に
始
ま
り
、
野
本
村
因
み
に
、
中
谷
婦
人
の
鐸
踊
は

。
刈
り
取
り
期
が
早
す
ざ
る
と
、
と
き
が
刈
り
取
り
適
期
と
い
わ
れ
で
あ
る
。
明
治
、
大
正
、
昭
和
の
昭
和
に
な
つ
て
か
ら
は
、
満
洲
事
艮
職
務
代
行
者
、
小
松
原
村
議
会
無
報
酬
で
奉
仕
し
て
下
さ
っ
た

若
米
や
未
熟
米
が
混
り
ま
す
．
一
て
お
り
ま
す
。
三
代
に
わ
た
り
、
明
治
三
十
七
、
＿
変
、
日
支
事
変
更
に
は
大
東
亜
戦
議
長
、
早
川
教
有
長
、
小
松
原
社
の
で
広
報
紙
上
を
通
じ
て
深
く

般
に
こ
の
地
方
の
刈
り
取
り
は
遅
こ
と
し
は
、
米
質
改
善
運
動
が
争
と
次
々
に
襲
協
会
艮
の
祝
辞
に
続
い
て
、
高
令
感
謝
の
意
を
表
す
る
。

す
ざ
る
と
い
わ
れ
て
お
り
ま
す
、
大
き
く
展
開
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
い
か
か
る
苦
難

そ
こ
イ
、
遅
い
と
米
仕
が
過
熟
そ
こ
で
、
こ
の
一
沢
と
し
て
関
係
と
戦
い
、
肉
を
初
め
て
迎
え
た
祝
日

し
一
色
択
が
悪
く
な
り
、
咀
割
れ
賎
関
の
指
郊
に
よ
っ
マ
部
落
数
力
妃
さ
き
骨
を
削
る

B

米
が
て
き
て
食
味
か
路
ち
、
更
に
所
の
稲
に
刈
り
取
り
適
期
を
表
示
風
思
い
を
し
な
が

5

血
叫
土
七
の

1
3

塁
芽
の
原
因
と
な
っ
マ
収
梨
と
し
た
札
を
つ
け
ま
す
。
会
ら
、
家
を
守
り

ー
＇
ー
ー
ー'
,
'
1
,
'

虹
郷
土
を
守
つ
て

1

長
い
間
、
待
ち
に
意
欲
を
高
め
て
行
こ
う
と
す
る
日

3
8
.
6
1

の
来
た
の
が
現
在
月
待
っ
た
国
民
贔
日
で
す
。

っ
政
府
売
渡

9
6
-
9
7
-
1
0
2

＿
弱
一
竺
0
0
.
―
で
の
老
人
諸
怠

9

と
し
て
の
敬
老
の

8

村
て
は
こ
の8、
八
十
五
才
以
八
十
五
才
以
上
の
方
々
は
五
十
三
時
々
目
薬
を
作
っ
て
い
る
の
を
知
れ
た
時
の
事
は
今
で
も
探
い
思
い

が
あ
る
。
そ
の
労
し
、
さ
き
の
国
会
に
上
の
方
々
を
戸
別
に
訪
問
し
｀
敬
名
（
う
ち
死
亡
し
た
者
七
名
）
で
つ
て
い
た
の
で
、
祖
父
に
た
の
ん
出
と
な
つ
て
い
る
。

予
約
米
の
状
況
帽
0
5
0
|
2
8
1
.
0
3
0
1

研
ー
3
7
8
ー
に
苦
、
そ
の
功
絞
ぉ
い
て
そ
の
法
律
が
改
正
さ
れ
、
老
年
金
一
一
千
円
と
祝
品
な
と
を
わ
こ
の
う
ち
九
十
才
以
上
の
方
は
六
で
作
っ
て
共
つ
て
、
彼
の
母
に
送
終
戦
で
掃
つ
て
来
る
ま
で
の
問

稲
作
は
、
史
上
第
二
の
幾
作
と
翌1
6
1
0
_
L
3
0

館
は
誠
に
大
き
い
九
月
十
五
日
、
国
民
の
祝
日
と
し
く
り
、
慰
問
激
励
い
た
し
ま
し
た
名
（
う
ち
一
名
死
亡
）
で
し
た
。
っ
た
。
幸
い
坂
上
君
も
又
母
し
、
数
限
り
な
い
思
い
出
は
あ
る
が
省

ぃ
f
F
じ
賛
且

[
1
1
6
1
6

言

2
-
3
0
1

i
汀
”
い
ば
。
て
の
敬
老
の
日
を
迎
こ
且
賢
類
｀
（
月
且
汀
員
胃
＂
口
ぃ
げ
J
l

]
9日翡
面
道
路
の
問
題

い
ま
す
が
、
村
の
状
況
は
、
八
月
中
郷
土
の

I
I人
と
い
う
ま
で
し
な
く
敬
老
の
日
は
生
委
貝
、
区
長
、
姉
人
会
な
ど
の
九
十
オ
以
上
二
十
八
名
中
第
一
位
米
た
始
り
で
あ
っ
た
の
で
す
。
そ
で
、
坂
村
代
議
士
を
通
じ
て
屎
林

合

末
現
在
、
予
約
目
標
三
万
三
百
五
者
組
市
一
は
し
て
感
謝
さ
れ
多
年
に
わ
た
り
社
会
に
つ
く
し
て
岩
さ
A
も
参
加
し
て
、
そ
れ
ぞ
か
の
長
命
者
で
す
。
の
こ
と
が
あ
っ
て
か
ら
彼
と
私
I
i
省
，
関
東
殷
政
局
へ
陳
桁
し
、
帰

め
十
六
俵
に
対
し
、
予
約
実
績
は
、
業
同
弥
牛
真
敬
愛
さ
れ
な
け
き
た
老
人
を
敬
愛
し
、
長
寿
を
お
お
祝
い
の
品
々
を
わ
く
り
、
長
寿
村
内
の
お
と
し
よ
り
の
皆
さ
ま
子
供
な
が
ら
兄
弟
と
な
っ
た
の
で
え
り
に
芝
公
固
の
福
井
家
へ
寄
り

三
万
三
百
七
十
八
俵
で
順
調
に
目
肛
“
計

8
れ
ば
な
ら
な
い
祝
い
す
る
日
て
あ
り
｀
ま
た
、
ひ
を
お
祝
い
い
た
し
ま
し
た
。
わ
め
で
と
う
こ
さ
い
ま
す
，
す
。
私
に
は
兄
弟
は
い
な
い
し
彼
、
福
井
先
生
の
仏
前
に
て
冥
福
を

椋
達
成
に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
扱
股
田
原
原
。
明
和
村
に
は
ろ
く
国
民
が
老
人
の
福
祉
に
つ
い
も
弟
一
人
、
あ
と
は
皆
女
で
あ
っ
祈
り
、
何
時
も
上
京
す
る
と
筋
ヘ
た
た
め
で
し
あ
っ
た
と
思
い
ま

業
者
別
で
は
、
も
っ
一
歩
と
い
ぅ
取
知
韮
篠
栗
但
屯
い
満
七
十
て
の
関
心
と
理
肝
を
深
め
、
老
人
キ
〈
碑
畑
―

h
m
2午
千
仝
並
と
な
っ
た
す
。
昇
芦
渭
t
o
疇
澤
[
”
昇
5

報
と
こ
ろ
で
す
。
オ
以
上
の
老
人
自
ら
も
生
活
の
向
上
に
つ
と
め
る
そ
の
頃
か
ら
一
一
人
の
間
は
、
同
級

ば
ず
に
四
時
半
頃
の
電
車
で
帰
途

1
1
国
民
年
金
法
の
改
正

1
1

げ
げ
尉
⑰
認
証
認
5
5に
つ
い
た
の
で
し
た
。
何
時
も
乗

こ
の
た
び
、
国
民
年
金
法
の
一
老
令
補
祉
年
金
月
額
一
千
三
す
る
ま
て
、
子
供
な
が
ら
兄
弟
と
物
で
は
眠
つ
て
い
る
彼
で
し
た
が

部
が
改
正
さ
れ
『
喜
一
万
円
』
百
円
か
ら
一
千
五
百
円
に
。
し
て
遊
ひ
学
ん
だ
。
そ
れ
は
恩
師
そ
の
日
は
二
人
で
語
り
続
け
て
来

年
金
が
達
成
さ
れ
ま
し
た
。
凶
害
福
祉
年
金
月
額
二
千
円
早
川
先
生
も
よ
く
知
る
事
で
す
。
た
。
打
須
駅
の
頃
、
彼
は
私
に
、

国
民
年
金
制
度
は
、
保
険
料
を
か
ら
二
千
二
百
円
に
。
育
年
時
代
に
も
常
に
彼
の
行
く
誦
長
は
非
常
勤
故
こ
れ
か
ら
農
家

と
こ
ろ
へ
私
も
行
き
、
共
に
手
を

納
め
、
そ
の
保
険
料
の
半
額
の
国
母
子
湘
祉
年
金
月
額
一
千
五
t
c
ず
さ
え
て
勉
強
も
し
遊
び
ま
し
は
多
忙
に
な
る
か
ら
今
の
う
ち
充

血
負
担
金
と
を
合
せ
て
積
立
て
し
百
円
か
ら
一
一
千
一
ー
百
円
に
な
り
ま
た
。
弁
論
の
研
究
又
は
甘
藍
の
栽
分
身
体
を
休
ま
せ
て
血
圧
が
上
が

、
そ
の
中
か
ら
給
付
す
る
拠
出
制
す
。
培
。
或
る
時
は
故
人
と
な
っ
た
峨
ら
な
い
様
に
注
意
し
給
え
と
私
の

の
も
の
と
、
高
令
者
、
廃
疾
者
、
な
お
保
除
料
し
増
額
さ
れ
、
三
十
川
林
徳
氏
を
中
心
と
し
て
梅
島
村
身
体
を
倒
れ
る
三
時
間
前
ま
で
心

母
子
な
ど
に
対
し
て
全
額
国
血
か
五
才
未
満
の
者
月
額
百
円
か
ら
二
刷
新
連
盟
な
ど
を
作
っ
て
、
随
分
配
し
て
く
れ
て
い
た
の
で
す
。

ら
袷
付
す
る
福
祉
年
金
と
一
一
と
お
百
円
に
、
三
十
五
才
以
上
百
五
十
佃
ま
れ
た
事
も
あ
っ
た
の
で
す
。
J
I
I
保
駅
で
私
と
別
れ
る
時
心
な

坂
上
君
は
、
海
軍
に
召
集
さ
れ

り
あ
り
ま
す
。
こ
ん
と
の
改
正
で
円
か
ら
二
百
五
ャ
円
に
明
年
一
月
そ
の
間
私
は
帰
え
そ
ま
で
淋
し

V
し
が
、
振
返
つ
て
私
を
送
っ
た
彼

大
体
の
と
こ
ろ
次
の
よ
う
に
増
額
か
ら
実
旋
さ
れ
ま
す
。
さ
ら
に
昭
四
年
間
過
し
た
の
で
す
。
の
目
は
今
に
し
て
思
う
と
淋
し
く

さ
れ
ま
す
。
和
四
十
四
年
一
月
か
ら
は
各
々
月
そ
の
間
い
ろ
い
ろ
た
思
い
出
ー
見
え
た
の
で
す
。
そ
れ
か
ら
二
時

〇
拠
出
年
金
関
係
額
五
十
円
づ
つ
硝
額
さ
れ
ま
す
。
あ
る
け
れ
と
そ
れ
は
省
賂
す
る
。
間
半
の
後
彼
は
テ
レ
ビ
の
前
で
倒

老
令
年
金
二
五
年
て
月
額
二
，

1

ー
ー
ー
ー
'
’
昭
和
十
七
年
、
坂
上
君
は
三
十
れ
た
の
で
し
た
。
ー
ニ

0
日
問
の

!
l

i
八
オ
で
大
東
亜
戦
争
に
召
集
さ
れ
病
床
で
私
は
何
回
と
な
く
彼
の
顔

追
慕
た
の
で
し
た
が
、
丁
度
そ
の
頃
私
を
し
み
じ
み
に
見
て
、
も
う
一
度

千
円
か
ら
五
千
円
に
。
四
0
年
で

も
坂
上
君
の
要
請
で
高
沌
航
空
株
生
さ
た
人
間
坂
上
と
し
て
、
家
に

月
墜
二
千
五
百
円
か
ら
八
千
円
に

帰
れ
る
様
祈
つ
て
い
た
の
で
す
が

誓
年
金
五
月
額
一
一
千
五
兄
弟
の
始
ま
り
式
会
社
に
勤
務
し
て
い
た
の
で
私

百
円
か
ら
六
千
円
に
、
二
級
月
額
が
親
戚
及
び
工
場
を
代
表
し
て
横

小
松
原
誠
司
、
神
仏
に
私
の
祈
り
は
通
じ
ず
遂

二
千
円
か
ら
五
千
円
に
，
須
双
海
兵
団
ま
で
送
つ
て
行
き
、

母
子
年
金
月
統
一
千
六
百
円
小
学
校
二
年
生
の
と
き
坂
上
君
旅
館
に
い
つ
て
一
時
頃
ま
で
話
し
に
五
日
午
前
―
―
一
時
二
十
分
永
遠
に

は
眼
を
赤
く
し
て
学
校
に
来
た
。
帰
ら
ぬ
旅
に
立
つ
て
し
ま
っ
た
の

か
ら
四
千
六
百
円
に
（
基
本
額
）
そ
れ
は
位
が
流
行
目
で
あ
っ
た
合
っ
て
い
た
。
翌
朝
団
門
で
送
る
で
す
。

沿
児
年
金
月
額
一
千
円
か
ら
の
が
伝
染
し
た
だ
め
と
問
い
た
の
私
の
目
、
送
ら
れ
る
老
兵
彼
の
目
悲
し
き
は
、
君
去
り
て
我
妻
が

-
i
千
五
百
円
と
な
り
ま
す
。
で
、
私
の
家
で
し
祖
父
が
眼
病
の
か
ら
恥
し
い
程
涙
が
出
て
止
ま
ら
身
近
、
と
み
に
粛
祭
た
る
を
如
何

0
福
祉
年
金
関
係
折
目
薬
の
原
料
を
持
つ
て
お
り
、
な
か
っ
た
が
堅
く
捉
手
を
し
て
別
せ
ん
。
親
友
小
松
原
誠
司

若
き
日
の
坂
上
村
長
余
り
得
意
で
は
な
か
っ
た
。
性
格
し
い
三
年
制
の
羽
生
町
の
高
等
小
る
こ
と
が
出
来
た
。
た
ま
た
ま
、

は
誠
実
温
順
だ
っ
た
が
若
千
、
茶
学
校
一
＿
一
年
に
入
学
、
極
め
て
優
秀
私
が
分
隊
長
に
告
簡
を
送
っ
て
「

躍
進
途
上
に
あ
る
明
和
村
と
し
時
坂
上
君
は
号
常
科
五
年
で
今
ょ
目
の
と
こ
ろ
も
あ
っ
た
よ
う
だ
。
な
成
績
で
こ
こ
を
卒
業
し
て
大
い
坂
上
は
在
郷
中
は
模
範
的
な
行
年

て
は
誠
に
惜
し
い
人
物
を
失
っ
て
亡
き
剣
辺
の
達
人
堀
口
兼
太
郎
先
こ
の
ク
ラ
ス
は
一
般
に
成
積
の
良
に
実
力
と
自
信
を
つ
け
た
よ
う
だ
だ
っ
た
が
、
ど
う
か
海
軍
々
人
と

し
ま
っ
た
。
村
政
担
当
者
と
し
て
生
の
受
持
だ
っ
た
。
堀
口
先
生
が
い
も
の
が
多
く
頓
る
元
気
で
活
動
つ
た
，
何
と
言
っ
て
も
坂
上
君
は
し
て
も
立
派
に
お
役
に
立
つ
よ
う

稀
に
見
る
逸
材
で
あ
っ
た
坂
上
村
四
、
五
、
六
年
と
三
年
間
籠
続
し
的
だ
っ
た
。
特
に
こ
の
ク
ラ
ス
の
人
一
倍
勉
強
好
き
で
卒
業
後
も
絶
に
厳
格
に
教
育
し
て
頂
き
た
い
」

長
の
死
は
郷
土
の
た
め
痛
惜
に
堪
て
担
任
し
武
道
杞
神
で
み
っ
ち
り
特
徴
と
し
て
雄
弁
家
が
多
か
っ
た
え
ず
書
籍
に
親
し
み
、
よ
く
勉
学
と
い
う
意
味
の
こ
と
を
お
願
い
し

え
な
い
。
彼
は
頭
脳
明
哲
、
法
規
鍛
え
ら
れ
た
。
私
が
担
任
し
た
の
こ
と
が
上
げ
ら
れ
る
。
坂
上
君
は
に
励
ん
だ
の
で
識
見
は
年
と
共
に
た
。
坂
上
君
が
遠
洋
航
海
の
乗
組

に
精
通
し
、
四
囲
の
情
勢
を
正
し
．
小
松
原
君
と
共
に
、
そ
の
代
表
的
広
ま
り
、
メ
キ
メ
キ
と
実
力
を
増
貝
に
選
ば
れ
た
の
は
そ
れ
か
ら
問

昇
召
＂
江
日
日
｀
．Ii
~
~
□
彗
比
□
且
旦
只
五
[
[
謬
ば
認
＊
臼
汀
[
[
言
広
[

ず
、
財
政
の
基
礎
を
叫
確
に
把
振
f
『
{
-
.
ー
←
ー
・
一
~
各
地
で
盛
ん
に
開
催
さ
れ
た
が
、
の
で
、
時
々
私
の
と
こ
ろ
へ
添
削
て
羨
望
の
的
で
あ
る
遠
洋
般
海
に

ぃ
：
り
[
[
日
頂
f
`
門]5
]汀且
｀
屁
且
汀
長
い
且
且

実
行
し
て
一
歩
一
歩
、
蹄
進
明
和
埼
玉
、
茨
城
、
栃
木
県
方
面
に
も
派
な
も
の
だ
っ
た
。
青
年
時
代
の
の
お
か
げ
で
遠
洋
航
海
が
で
き
て

の
基
盤
を
築
い
た
こ
と
は
周
知
の
は
高
等
科
一
、
二
年
の
ニ
カ
年
間
遠
征
し
て
小
松
原
君
等
と
共
に
梅
勉
学
が
如
何
に
大
切
で
あ
る
か
を
こ
ん
な
嬉
し
い
こ
と
は
あ
り
ま
せ

と
お
り
で
あ
る
。
天
、
不
幸
に
し
｀
で
あ
っ
た
。
こ
の
ク
ラ
ス
は
一
騎
品
の
た
め
に
気
を
吐
い
た
も
の
だ
坂
上
君
は
身
を
以
て
教
え
て
い
る
ん
」
と
い
う
便
り
が
来
た
位
だ
。

て
寿
を
か
さ
ず
、
中
道
に
し
て
た
当
千
の
つ
わ
も
の
揃
い
で
小
磯
＝
＝
っ
た
。
彼
の
弁
論
は
論
旨
一
宜
、
と
思
う
。
彼
の
天
性
が
自
分
の
勉
学
と
海
軍

お
れ
た
こ
と
は
返
す
返
す
も
残
念
干
造
、
堀
口
清
、
小
松
原
誠
司
、
理
路
整
然
、
歯
切
れ
の
よ
い
音
調
坂
上
君
が
更
に
人
間
的
に
磨
き
の
教
育
と
に
よ
っ
て
そ
の
真
価
を

至
極
で
あ
る
。
増
田
孝
一
、
福
田
姿
次
、
森
尻
祐
と
情
熱
を
傾
け
て
の
弁
舌
は
、
こ
を
か
け
ら
れ
た
の
は
海
軍
生
活
だ
発
揮
し
た
も
の
と
信
じ
て
い
る
。

今
日
の
如
く
大
成
し
た
彼
に
も
一
＿
一
郎
、
森
尻
英
一
、
町
8
3
ぬ
吉
、
れ
で
も
か
、
こ
れ
で
も
か
と
相
手
っ
た
と
思
う
。
海
兵
団
に
入
団
後
彼
の
往
く
と
こ
ろ
可
な
ら
ざ
る

若
き
日
は
あ
っ
た
。
古
い
記
餡
と
町
山
忠
次
郎
、
森
尻
嘉
兵
藷
、
森
を
説
伏
し
、
ヤ
ジ
が
飛
ぺ
ば
飛
ぷ
彼
の
優
れ
た
才
能
と
誠
実
さ
が
認
は
な
く
、
名
議
長
、
名
村
長
の
名

た
と
つ
て
其
の
一
っ
二
つ
を
円
尻
壁
口
f
t
と
の
諸
君
か
い
た
。
ほ
ど
迫
力
を
増
し
て
滴
場
の
拍
手
め
ら
れ
て
、
特
別
な
教
育
、
特
別
を
ほ
し
い
ま
ま
に
す
る
こ
と
が
出

て
み
た
い
。
仏
が
栢
島
小
学
校
に
坂
上
君
は
リ
ー
ダ
ー
格
で
頭
が
を
浴
び
た
も
の
だ
っ
た
。
な
訓
練
を
受
け
る
機
会
が
多
か
つ
来
た
の
も
、
蓋
し
偶
然
で
は
あ
る

奉
職
し
た
の
は
今
か
ら
五
十
三
年
よ
く
、
何
を
や
ら
せ
て
も
良
（
出
坂
上
君
は
栴
島
の
高
等
科
二
年
た
。
試
験
の
た
び
に
合
格
し
て
次
ま
い
。

前
の
大
正
―
―
一
年
四
月
だ
っ
た
。
当
来
た
が
ス
ポ
ー
ツ
や
唱
歌
な
ど
は
を
卒
業
後
、
当
時
と
し
て
は
珍
ら
か
ら
次
へ
と
進
ん
だ
教
育
を
受
け

（
九
月
十
日
早
川
記
）

Iり↓



つ
れ
、
つ
れ

「
性
相
近
く
、
翌
閾
し
」
と
号

い
う
格
言
か
あ
る
。
人
は
生

E
6

か
ら
に
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
祖
先
の

2

血
を
受
け
た
索

I
r

を
し
つ
て
い
る
風

が
、
そ
れ
か
そ
の
ま
ま
人
の
一
牛

＼
台

を
又
配
す
る
と
は
考
え
ら
れ
な
、

C

「
門
削
一
歩
の
差
は
門
外
千
里
の

必
」
の
た
と
え
迪
り
、
骰
け
い
第

一
歩
と
平
i
の
習
阻
こ
訓
帥
・
か
自
＿

か
．
妬
問
に
人
間
の
性
格
を
作
リ
ト

げ
、
能
力
の
必
を
ひ
ろ
げ
て
行
く
一

し
の
で
あ
る
。
ど
ん
な
こ
と
で
も

毎
8

紺
日
の
紺
統
的
な
積
み
上
げ

が
大
切
で
あ
る
と
思
う
。

村の被害 1億 8 干万円の見込み I
票
か
郷
士
の
代
表
を
決
め
る

投
票
は
十
月
二
十
三
日
（
日
曜
日
）

こ比克＇，

季
節
の
話
題

第 6 1 号
村の人口
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転入 25人転出 28人
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村の人口
ー11月 1 日現在ー一

世帯数 1,769戸

人口総数 -8,823人

男 4,365人

女 4,458人

(10月中のう：：：き）
出生 4人死亡 3人
転入力人転出 36人

村
長
就
任
後
の
初
議
会

議
長
に
篠
原
氏
選
出

副
議
長
に

美術科教育研究発表会
11 月 9 日明和中

昭
和
四
十
年
度
｀
四
十
一
年
度

の
ニ
カ
年
に
わ
た
り
、
県
の
研
究

指
定
校
と
し
て
美
術
科
教
育
と
取

り
組
ん
で
、
芙
術
科
主
任
の
岩
崎

教
論
を
中
心
と
し
て
研
究
を
続
け

て
き
た
明
和
中
学
校
（
校
長
鯉
沼

虎
筵
）
で
は
、
十
一
月
九
日
を
期

し
て
研
究
の
成
果
を
発
表
し
ま

す
。

当
日
は
県
教
委
を
始
め
県
内
各
地

か
ら
多
数
の
先
生
方
が
集
ま
つ
て

研
究
会
を
行
な
う
の
で
、
多
大
の

成
果
か
得
ら
れ
る
も
の
と
思
わ
れ

ま
す
。

な
お
、
生
徒
の
作
品
、
写
生
｀

ガ
ラ
ス
モ
ザ
イ
ク
、
木
彫
な
ど
共

同
製
作
の
も
の
な
ど
創
造
に
あ
ふ

れ
た
作
品
が
数
多
く
体
育
館
に
展

示
さ
れ
、
十
日
に
は
一
般
に
公
開

さ
れ
ま
し
た
。

土
季
節
の
話
題

大
根
の
葉
の
利
用

つ
い
め
ん
ど
う
な
の
で
捨
て
て

し
ま
う
大
根
の
葉
は
、
ピ
ク
～
9

ン

A
、

B
、

C

の
ほ
か
カ
ル
ソ
ウ
ム

を
た
く
さ
ん
含
ん
で
い
ま
す
。

油
で
い
た
め
て
、
と
う
が
ら
し
を

少
し
き
か
せ
た
つ
く
だ
煮
な
ど
い

,.‘° ヵ
ヵ

医
療
事
務
組
合

な
ど
議
員
決
る

欠
員
中
の
邑
楽
館
林
医
療
事
務

組
合
議
会
議
員
及
び
館
林
、
板
倉
、

明
和
衛
生
施
設
組
合
議
会
議
員
の

補
欠
選
挙
は
、
副
議
長
と
な
っ
た

坂
上
敏
太
郎
氏
が
推
せ
ん
に
よ
り

、
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ

会
の
正
副
委
員
長
選
出
の
た
め
一
公
平
委
員
の
同
意
り
議
員
は
次
の
と
お
り
で
す
。

た
ん
休
憩
、
互
選
の
結
果
委
員
長
、

0
邑
楽
館
林
医
療
事
務
組
合

に
酒
井
孝
氏
、
副
委
員
長
に
多
田
議
会
は
｀
九
月
二
十
四

8

死
去
篠
原
弥
市
、
坂
上
敏
太
郎
、
鯉

所
「
と
う
ふ
」
の

号
1
5
8
所
場
翠
係
刷
ク
栄
作
氏
が
選
出
さ
れ
た
こ
と
が
報
さ
れ
た
公
乎
委
貝
の
小
菅
武
二
氏
沼
利
一
一
一
郎
、
田
島
乎
治

直
告
さ
れ
議
事
に
入
り
ま
し
た
。
の
後
任
と
し
て
、
田
品
の
奈
良
隆
〇
館
林
板
倉
明
和
衛
生
籐
設
組
合

2

叩
役
務
呻
『
そ
の
ほ
か
欠
員
中
の
邑
楽
館
林
二
氏
（
六
十
六
オ
）
を
選
任
す
る
篠
屎
弥
市
、
坂
上
敏
太
郎
、
田
今
昔

年
行
村
総
畔
小
医
療
事
務
組
合
議
会
議
員
選
挙
及
こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。
島
乎
治
四
季
を
問
わ
ず
、
わ
た
し
た
ち

6

印
和
集
所
篠
原
弥
市
i
氏
び
館
林
板
倉
明
和
膏
生
施
設
者
・
に
親
し
ま
れ
て
い
る
食
品
に
「
と

第
昭
発
明
編
匹
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叫
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ま
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[
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□
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□冒
°
[
-
]
詞
＋
九
日

し
い
生
活
を
送
る
た
め
に
は
、5日
で
あ
り
ま
す
が
、
し
か
し
、
一
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
位
の
一
層
の
ご
指
導
、
こ
支
援
実
現
の
た
め
の
啓
発
活
動
を
し
て
無
効
二
九
票
有

腸
を
丈
夫
に
し
、
精
神
を
安
定
さ
度
誓
つ
て
就
任
い
た
し
ま
し
た
し
か
し
、
ど
の
よ
う
に
理
想
を
箆
ね
て
お
願
い
し
、
就
任
の
一
き
た
だ
け
に
県
は
じ
め
市
町
村
か
計
五
、
二
五
三
菜

2
了
―4
す
一6
-
7

女
第
二
区
二

0
人

せ
る
こ
と
が
第
一
要
件
で
あ
る
。
以
上
誠
心
誠
意
全
力
を
挙
げ
て
を
と
な
え
ま
し
て
も
財
政
の
裏
こ
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。
一
ら
そ
の
成
果
に
関
心
が
寄
せ
．
f
れ
投
菜
所
別
投
菜
率
第
三
区
二
二
人

坂
上
氏

I ヽゞ

-

.

I

 一
3
 

.. 



(2) 

赤
い

羽
根

国
民
体
育
大
会
出
場

群
馬
県
代
表
を
激
励

大
分
限
で
開
か
れ
た
国
体
秋

季
大
会
に
県
代
衣
と
し
て
出
場

さ
れ
た
次
の
店
宕
に
明
和
村
体

育
協
会
か
ら
金
一
封
を
閉
っ
て

激
励
し
た
。

0
サ
ッ
カ
ー

恩
山
久
、
田
口
睛
美
、
岡

安
吉
泊
、
渡
辺
実
の
四
君

〇
レ
ス
リ
ン
グ

森
尻
諫
治
君

老
人
健
康
診
査

十
＿
月
中
旬
に

老
人
福
祉
法
に
碁
づ
い
て
、

こ
と
し
し
ま
た
六
十
五
才
以
上

の
老
人
健
康
診
査
を
行
な
い
ま

す
・い

か
に
健
康
な
お
方
で
し
、

お
年
よ
り
に
な
り
ま
す
と
、
体

の
ど
こ
か
に
ガ
ク
が
く
る
し
の

で
す
。
健
康
な
方
で
も
、
こ
の

機
会
に
体
の
診
断
を
受
け
て
く

だ
さ
い
。

診
断
は
す
べ
て
無
料
で
す
。

こ
の
健
康
診
査
の
結
果
、
更
ら

に
栢
密
検
査
を
必
要
と
す
る
、

と
い
わ
れ
た
方
は
、
指
定
の
医

師
の
し
と
で
、
柑
密
検
査
を
受

け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
の

場
合
は
保
険
証
を
使
つ
で
く
だ

さ
い
．
こ
の
費
用
に
つ
い
て
し

．
低
所
得
者
に
対
し
て
は
、
村
で

負
担
し
ま
す
。

診
玉
の
期
日
は
、
十
一
月
十

四
日
東
部
地
区
。
十
六
日
中
部

地
区

3

十
八
日
西
部
地
区
の
予

定
で
す
。

結
婚
相
談
所
開
設

（
館
林
市
）

館
林
市
で
は
、
同
市
新
宿
（

六
郷
中
学
校
南
）
栗
原
元
市
（
前

館
杯
市
教
育
長
）
さ
ん
宅
を
事

務
所
と
し
て
、
同
氏
所
長
の
も

と
に
結
婚
相
該
所
を
開
設
し
て

お
り
ま
す
。

結
婚
相
談
所
で
は
、
で
き
る

だ
け
広
範
囲
の
方
々
か
ら
申
し

込
み
を
望
ん
で
お
り
、
と
く
に

.. 

晨
村
後
け
い
者
の
嫁
の
問
題
に

つ
い
て
は
積
極
的
に
開
拓
し
、

問
題
の
解
消
に
努
力
し
て
お
り

ま
す
。

相
談
に
つ
い
て
は
ぜ
っ
た
い

秘
密
を
守
り
、
手
数
料
は
一
切

無
料
で
す
。
申
し
込
み
は
直
接

相
談
所
か
、
本
村
住
民
課
へ
お

い
で
く
だ
さ
れ
ば
中
し
込
み
用

紙
も
備
え
て
あ
り
．
内
容
を
く

わ
し
く
説
明
し
た
り
連
絡
の
便

を
は
か
り
ま
す
か
ら
楚
非
相
駁

に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

今
月
の
納
税

十
一
月
の
納
税
は
次
の
と
お

り
で
す
。
お
忘
れ
な
く
納
め
て

く
だ
さ
い
。

固
定
資
産
税
第

4

期

有
線
・
水
逍
使
用
料

集
合
納
税
を
次
の
と
お
り
行

な
い
ま
す
。

十
一
月
二
十
八
日
（
月
）

西
公
民
館

十
一
月
二
十
九
日
（
火
）

千
江
田
晨
協

十
一
月
三
十
日
（
水
）

中
央
公
民
館
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…
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っ
れ
づ
れ

「
も
ち
ゃ
っ
か
の
家
は
餅
つ
く

餅
つ
か
ぬ
家
は
も
ち
ゃ
っ
く
年
の

荘
か
な
」
家
庭
の
円
満
が
何
と
い

つ
て
も
幸
福
の
基
で
あ
る
。

師
走
と
も
な
れ
ば
、
外
吹
く
墨

し
寒
く
、
何
か
と
せ
わ
し
く
追
い

立
て
ら
れ
る
よ
う
な
、
せ
か
せ
か

し
た
気
持
に
な
り
が
ち
で
あ
る
。

交
通
事
故
、
火
災
、
犯
罪
と
計

会
の
暗
い
面
が
多
い
昨
今
、
心
に

う
る
お
い
と
落
着
き
を
取
り
戻
し

ゅ
っ
た
り
し
た
気
持
で
新
し
い
年

を
迎
え
よ
う
で
は
な
い
か
。
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村の人口
ー12月 1 日現在—

世帯数 1,770戸

人口総数 8,818人

男 4,364人

女 4,454人

(11月中のうこき）
出生 7人死亡 8人
転入 24人転出 28人
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邑楽用水路掘さく工事→（江口地内）

庄主な事業
1 月 斉調査
育少年広場完成 台風 4 号、大雨 I 4 8 ミ
館林板倉明和衛生施設組 リ田畑冠水

合事業開始 7東土自動車道路棟決定
2 月 （明和村通過）
少年立春式(14オ） 誘致企業奨励措置適用エ
優良消防団として日本消 場指定（やまうの撰物工
防協会より表彰 菜曲、 I&本産業圏第 2 次

3 月 8 月
明和村農業協同ll!合発足 児童館建設入札（請負額
館林、邑楽道路コンク＿ 3 5 0 万円、請負業者荒

井建設閥）
ル 1 位入貫 農家台帳作成一斉調査
村道舗装産業開発道路完 9 月
原 （延長 6 7 5 米） 坂上村長逝去(5 日）村葬
斗合田桟架換工事着工 執行(8 日）
超大型の 4 1 年度一般会 成人式(2 3 日）
計予算 1 億 3 7 3 1 万円 台風 2 6 号来襲（住家全
成立 半壊、 2 0 戸その他施設

4 月 農作物被害 l l/!! 8 千万
誘致工場やまうの漬物エ 円）
業呻業開始 第 3 分団消随自動車購入
誘致工場ほ本産業飩拡張 村民体育祭
決定 (24- 661 平方 10 月
メートル） 東小建設上棟式(1 2 日）

5 月 村長選挙執行(2 3 日）
東小学校建築落札着工 小松原誠司氏当選
（請負額 62-000万円 水汽源開発公団邑楽用水
寄負者河本工業僻） 路工事着工（延長 7 5 5 
坂上村長脳溢血で飼る om) 
(6 日） 11 月

6 月 村営水道第 2 水源設計委
村営水道ポンプ故障、給 託（日進水道殺計社）
水車出動 I 2 月
県税完納 (8 年連絞）表 児章館完成
彰～県知事より 誘致企業特殊電装（悧群馬
永久選挙人名壽化住民ー 工場完成

—IIIlIIIII9l川l

9
‘
`
`
‘
、

l

村
史
上
穀
大
の
予
箕
一
億
三
構
造
改
菩
事
業
、
水
資
源
開
発
、
農
業
及
び
企
菜
誘
致
あ
る
い
—

~
千
七
百
三
十
一
万
円
を
編
成
し
公
団
に
よ
る
邑
楽
用
水
路
建
設
わ
道
路
網
の
整
偏
な
ど
、
各
面
i

-
、
積
極
的
な
祁
業
推
進
に
よ
り
着
工
な
ど
、
農
業
経
営
甚
盤
づ
に
わ
た
り
基
礎
の
充
実
発
展
に
i

才
~
村
政
躍
進
を
は
か
る
よ
う
出
発
く
り
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
め
ざ
ま
し
い
足
跡
を
の
こ
し
た
一

i
し
た
が
｀
思
い
も
寄
ら
ず
、
坂
穀
近
、
給
与
生
活
者
の
著
し
と
い
え
ま
す
。
一

•
一
上
村
長
が
脳
溢
血
で
倒
れ
、
逝
い
増
加
か
目
立
つ
が
、
企
業
の
台
風
4

号
、
2
6号
と
大
型
台
i

ヽ
呵
去
す
る
と
い
う
悲
し
む
ぺ
き
出
誘
致
も
、
や
ま
う
の
漬
物
工
業
風
に
よ
り
、
家
屋
、
殷
作
物
に
~

し
一
来
事
が
起
り
、
九
月
八
日
村
葬
株
式
会
社
外
二
社
の
進
出
を
み
か
な
り
の
被
害
を
受
け
る
な
ど
一

一
躍
進
め
ざ
ま
し
し
一
九
六
六
年
の
あ
と
一

め

l一
執
行
し
、
十
月
二
十
三
日
に
は
た
。
ま
だ
夢
の
道
路
、
東
北
自
、
ま
た
、
交
通
対
策
あ
る
い
わ
i

"
村
長
選
挙
が
行
な
わ
れ
る
と
い
動
車
道
の
村
内
通
過
が
決
定
す
成
人
教
育
、
青
少
年
の
問
題
、
[

｀
幸
i
ぅ
多
事
の
と
し
で
し
た
。
．
る
な
ど
地
域
開
発
に
大
き
な
成
生
活
環
境
整
備
な
ど
数
多
く
の
一

一
こ
と
し
は
、
東
小
学
校
校
合
果
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
課
題
は
残
さ
れ
ま
す
が
、
ま
ず
一

~
及
び
給
食
室
、
朕
内
述
動
場
の
更
に
、
利
根
川
堤
防
の
改
総
は
、
村
史
に
一
ペ
ー
ジ
を
飾
る
，

広
一
建
設
を
は
じ
め
、
東
部
児
童
館
、
村
営
水
道
第
二
水
源
の
調
査
め
ざ
ま
し
い
躁
進
の
年
と
い
え
~

~
の
建
設
、
農
政
面
で
は
、
花
、
委
峨
な
ど
、
と
に
か
く
教
育
環
る
で
し
ょ
う
。

i
き
う
り
な
ど
特
産
振
興
の
農
菜
境
施
設
設
備
の
充
実
を
中
心
に

‘
`
‘
、
、
I
I
‘
.
‘
●
、
I
I
‘
、
、
i
!
‘
、
ヽ
ヽ
｀
ー
し

火
災
に
ご
用
心

農
業
構
造
改
善
事
業
シ
ク
ラ
メ
ン
温
室

-
8
に
確
定
さ
れ
ま
す
。
郎
、
坂
上
敏
太
郎
。
は
か
る
と
い
う
意
味
を
も
つ
て
い

共
同
募
金
協
力
者
0
選
挙
賢
格
は
、
村
内
に
住
所
を
〇
第
二
区
（
二
十
名
）
ま
す
，

本
紙
前
月
号
で
、
共
同
募
金
中
有
す
る
次
に
掲
げ
る
者
で
年
齢
荒
川
綴
、
落
合
常
雄
、
駒
宮
新
相
続
税
は
、
遺
産
の
価
額
が
四

四
二
十
才
以
上
の
も
の
で
す
。
―
-
J
、
斎
藤
光
太
郎

r

川
村
喜
乎
、

0
0
万
円
と
、
法
定
相
続
人
の
数

間
報
告
を
い
た
し
ま
し
た
が
、
そ

東
一
、
十
ア
ー
ル
以
上
餅
作
の
業
務
蓮
見
幸
蔵
、
金
子
勝
蔵
、
小
春
武
に
八

0
万
円
を
か
け
た
金
額
と
の

鮭
消
防
点
検
終
る
の
後
に
お
い
て
次
の
法
人
か
ら
そ
を
営
む
者
．
雄
、
早
川
菊
次
郎
、
原
口
順
一
、
合
計
額
を
こ
え
る
場
合
に
そ
の
こ

ネ
．
れ
ぞ
れ
追
加
募
金
が
あ
り
ま
し
た
二
、
前
号
の
者
の
同
居
の
親
族
ま
村
田
保
次
、
山
田
福
太
郎
、
石
崎
え
る
額
に
対
し
て
か
か
り
ま
す
。

際
、
の
で
、
こ
こ
に
深
甚
な
る
敬
意
と
た
ほ
そ
の
配
偶
者
で
そ
の
耕
作
栄
太
郎
、
泉
田
貞
一
、
田
口
秀
嘉
ま
た
相
続
人
の
う
ち
に
な
く
な
っ

腐3

こ
れ
か
ら
は
．
火
事
の
原

r
'

設
＋
＿
月
二
十
八
8

（
月
囮
日
）
に
な
る
火
元
が
い
た
る
と
こ
ろ
に
あ
感
謝
を
申
し
あ
げ
、
ご
報
告
い
た
に
従
事
す
る
日
数
が
お
お
む
ね
、
小
川
藤
作
、
宇
木
徳
治
｀
大
塚
た
人
と
の
婚
姻
期
間
が
十
五
年
を

5
中
学
校
校
庭
で
、
村
長
ほ
か
県
ゎ
り
ま
す
。
空
気
も
乾
燥
し
ま
す
か

“
r

仰
二
千
円
。
東
京
燃
』
ヽ
関
昇
鱈
。
一
日
現
紅
＿
五
這
疇
ー
[
f
直
一
／
員
濱
臼
員
峠

虹
ょ
び
郡
市
消
防
関
係
者
の
点
検
を
、
り
よ
く
見
廻
り
、
い
く
ら
注
意
し
料
輸
送
仰
千
円
。
在
（
名
簿
確
定
期

R
)
に
よ
り
田
村
仙
重
、
薗
部
照
寿
、
薗
部

算
定
じ
ま
す
。
·
'
を
か
け
た
金
額
（
二

0
0
万
円
を

燃
受
け
、
規
律
あ
る
団
体
行
動
や
手
一
て
も
す
ぎ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
累
計
十
七
万
六
千
一
＝
十
円
也
。
i
・
—
孝
三
、
野
本
順
蔵
、
新
井
初
太
郎
限
度
と
し
ま
す
）
が
さ
ら
に
控
除

合
入
れ
の
行
き
と
ど
い
た
機
械
、
器
]
‘
新
井
袈
造
、
柿
沼
福
一
、
木
村

総
明
和
土
地
改
良
区
靡
、
奈
良
亮
一
、
奈
良
賄
二
、
で
き
ま
す
。
し
た
が
つ
て
相
続
人

す
具
の
状
況
な
ど
志
気
大
い
に
あ
が
農
業
委
員
選
挙
人
名
簿
調
製
青
木
好
二
、
多
田
栄
作
、
磯
村
政
が
婚
姻
期
間
二
五
年
以
上
の
配
偶

さ
る
消
防
態
勢
を
発
揮
し
ま
し
た
。
総
代
決
る
一
、
梁
瀬
朝
一
、
柴
崎
金
作
、
存
者
と
子
供
四
人
の
場
合
に
は
、
迅

を
特
に
こ
と
し
は
、
婦
人
消
防
隊
申
請
書
提
出

l
月
十
日
ま
で
明
和
土
地
改
良
区
総
代
選
挙
は
山
猶
一
、
田
沼
貞
蔵
、
二
十
里
福
産
価
格
が
一
、

0
0
0
万
円
ま
で

め←
の
役
目
が
多
数
列
席
し
た
こ
と
は
晨
業
委
貝
選
挙
人
名
簿
登
載
の
よ
り
記
載
し
て
、
一
月
十
日
ま
で
‘
十
六

8
任
期
四
年
の
溝
了
に
伴
紅
虹
町
コ
国
[
心
＃

5戸
韮
濱
，
□五
f
か
か
ら
な
ど
J
と
に
な

日
い
っ
層
消
防
活
動
に
意
義
あ
る
こ
手
続
が
改
正
と
な
り
、
こ
と
し
か
に
農
業
委
貝
会
に
提
出
し
な
げ
れ
な
い
九

8

執
行
さ
れ
、
無
投
菜
に

よ
り
次
の
方
々
が
当
選
さ
れ
ま
し

と
で
し
た
。
ら
、
申
謂
書
を
一
月
一
日
現
在
に

1
1な
り
ま
せ
ん
。
た
。
回
―

O
Oの
記
5金

P
E
5印
ー
ー
一
人
か
ら
財
産
を

名
簿
は
、
選
挙
管
理
委
員
会
で

綱
製
さ
れ
、
二
月
―

-
+
=
=
-
8

か
ら
◎[
5
5勺
麟
井
富
次
、
一

m
-―い
ろ
い
ろ
も
っ
た
場
合
に
か
か
る
税
金
で

十
五
日
間
縦
覧
さ
れ
、
三
月
三
十
新
井
一
雄
、
福
田
峯
次
、
長
柄
英
相
続
税
の
補
定
税
と
い
わ
れ
て
い

信
、
久
保
庭
仁
一
郎
、
山
田
磯
次
一
相
続
税
は
、
一
な
く
な
っ
た
人
ま
す
。
こ
れ
は
、
た
と
え
ば
人
が

、
岡
安
利
清
次
、
蓮
見
一
雄
、
今
な
く
な
っ
た
場
合
そ
の
人
の
逍
産

成
久
雄
、
福
島
源
一
、
島
田
勇
市
か
ら
相
絞
や
遺
賭
に
よ
り
財
産
を
の
価
格
を
も
と
に
し
て
相
続
税
が

、
佐
山
茂
一
、
栗
原
栄
一
、
斎
藤
も
ら
っ
た
人
に
対
し
て
か
か
ろ
税
か
か
り
ま
す
が
生
前
に
財
産
を
図

伊
一
郎
、
堀
u

治
乎
、
坂
上
喜
太
金
で
、
宮
の
社
会
的
な
再
分
配
を
与
す
る
と
そ
れ
だ
け
の
相
続
税
が

ー
か
か
ら
な
く
な
り
ま
す
。
．

そ
こ
で
相
続
に
よ
り
財
産
を
も

.
i
.
,
.
,
'
、
'
.
,
'
,
.
.
.
.
;
,
'
,
9
,
1動
』
が
仝
国
的
に
行
な
わ
れ
ま
す

篠
木
緻
三
郎
さ
ん
明
和
村
で
は
、
社
会
福
祉
協
議
ら
っ
た
人
に
は
相
続
税
が
、
ま
た

よ
リ
寄
附
会
と
共
催
で
、
缶
戸
平
均
四
十
円
贈
与
に
よ
り
財
産
を
も
ら
っ
た
人

の
拠
出
を
屈
い
、
約
六
万
円
の
資
に
は
贈
与
税
か
か
か
る
よ
う
に
な

大
佐
頁
の
篠
木
綿
三
郎
さA

金
を
つ
く
り
、
生
活
に
困
る
家
庭
つ
て
い
る
の
で
す
’

（
七
十
ニ
オ
）
は
、
結
婚
五
十
周
に
日
用
品
や
学
用
品
を
お
く
つ
て
贈
与
税
は
、
通
常
一
年
間
に
も

年
記
念
、
金
婚
式
の
費
用
を
節
お
互
に
明
る
い
新
年
を
迎
え
よ
う
ら
っ
た
財
産
が
四

0
万
円
を
こ
え

る
均
合
に
、
そ
の
こ
え
る
金
額
に

約
し
て
、
村
の
政
末
た
す
け
ぁ
と
ず
る
も
の
で
す
．

い
運
動
の
費
用
の
一
助
に
と
、
な
お
、
長
期
入
院
患
者
や
、
老
対
し
て
か
か
り
ま
す
。

戸
5
5心
註
直
い
：
噂
人
ホ
ー
ム
、
児
窯
福
祉
施
設
な
ど
し
か
し
婚
姻
期
間
が
二
五
年
以

に
入
っ
て
い
る
方
た
ち
に
も
、
見
上
の
夫
婦
間
で
居
住
用
の
不
動
産

ま
た
は
そ
れ
を
買
う
た
め
の
お
金

/
.
’
'
,
.
,
.
,
'
,
'
.
,
.
,
.
,
.
,
•
9
9
,
.
.
,
.
9
9
,
'

，
．
鐸
品
を
わ
く
り
患
問
す
る
予
定
で

こ
と
し
t
．
例
年
の
と
お
り
十
す
，
が
贈
与
さ
れ
た
場
合
に
は
、
こ
の

二
月
一
日
か
ら
年
末
に
か
け
て
‘
＿
皆
さ
ま
方
の
こ
理
解
あ
る
協
ヵ
四

0
万
円
の
ほ
か
に
さ
ら
に
一
六

歳
末
た
す
あ
い
『
明
る
い
越
年
運
を
お
穎
い
い
た
し
ま
す
，

0
万
円
が
控
除
で
き
ま
す
。

妊
娠
届
の
改
正

従
来
、
医
師
又
は
助
産
婦
の

証
明
を
必
要
と
し
た
妊
娠
届
は

規
則
の
改
正
に
よ
り
証
明
を
必

要
と
し
な
い
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
し
た
が
つ
て
や
や
も
す
る

と
届
出
が
後
れ
勝
で
す
か
ら
医

師
又
は
助
産
婦
の
診
断
又
は
保

健
指
導
を
受
け
ま
し
た
ら
印
か

ん
と
妊
娠
月
数
、
性
病
｀
結
核

に
関
す
る
健
康
診
断
の
有
無
を

は
つ
き
り
し
て
役
場
住
民
課
え

な
る
ぺ
く
早
く
お
届
け
く
だ
さ

`
o
 

‘. 

不
動
産
を
取
得
し
た
ら

+
H
以
内
に
届
け
を

会
社
、
個
人
に
か
か
わ
ら
ず
土
地
や
家
屋
を
買
っ
た
り
、
も

ヽ

歳末たすけあい運動

ら
っ
た
場
合
ま
た
は
家
屋
を
新

築
し
た
り
増
築
、
改
築
し
た
場

合
、
不
動
産
取
得
税
が
課
税
さ

れ
ま
す
。

こ
れ
ら
不
動
産
を
取
得
し
た

場
合
は
、
家
屋
は
使
用
の
8

か

ら
、
土
地
は
取
得
し
た
日
か
ら

十
日
以
内
に
財
務
事
務
所
か
村

役
場
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

提
出
期
阪
ま
で
に
提
出
し
な
い

と
控
除
を
受
け
ら
れ
な
か
っ
た

り
過
料
を
科
さ
れ
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。

申
告
用
紙
は
役
場
に
あ
り
ま

す
か
ら
く
わ
し
い
こ
と
は
税
務

課
え
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
．

選
挙
人
名
簿
の
登
録

は
必
ず
申
出
を

こ
と
し
か
ら
永
久
選
挙
人
名

簿
制
度
と
な
り
ま
し
た
が
、
新

た
に
選
挙
汽
格
が
つ
き
名
簿
登

録
を
さ
れ
る
に
は
、
三
月
一
日

あ
る
い
わ
九
月
一
日
ま
で
に
登

録
の
申
出
を
し
な
い
と
名
薄
に

登
録
さ
れ
ず
選
挙
椛
を
行
使
で

き
ま
せ
ん
。

村
に
住
ん
で
い
て
年
齢
満
二

十
年
に
達
し
た
者
、
又
は
、
清

二
十
年
以
上
で
新
た
に
村
に
住

む
よ
う
に
な
っ
た
と
き
は
登
録

の
申
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。
用

紙
は
役
場
窓
口
に
あ
り
ま
す
か

ら
認
印
を
持
つ
て
き
て
く
だ
さ

ヽ
●

1 ~f' 



' 村の人口
-I 月 1 日現在—

世帯数 I, 767戸

人口総数 8,814人
男 4,359人

女 4,455人

(I月中のうこ’き）
出生 ID人死亡 13人

転入 27人転出 28人

よ
く
見
よ
く
知
り

よ
く
考
え
て
投
票

政
治
に
直
接
参
与
の
年

富
士
山
瑣
に
て

愛
す
る
宿
士
よ

私
は
寒
さ
と
た
た
か
い
疲
労
に

耐
え
な
が
ら

体
力
の
限
り
を
つ
く
し
て

あ
な
た
の
面
き
に
上
っ
た

そ
し
て
今
眺
め
て
い
る

限
り
な
く
ひ
ろ
い
忠
の
海
を

ま
だ
星
の
残
る
空
を

東
の
空
は
透
明
な
ダ
ー
ク
プ
ル

ー
だそ

し
て
今
や
夜
は
終
ら
ん
と
し

て
い
る

神
々
し
い
ほ
ど
悼
大
な
大
自
然

の
眺
め
ク
’

そ
の
大
き
さ
の
中
で
私
は
私
が

け
つ
し
ぷ
の
様
に
小
さ
く
思
わ

れ
た
。

大
佐
貫
鯉
沼
静
江
詠
む
抄
本

（
四
十
一
年
八
月
三
日
山
頂
に
て

写
す
）

昭
和
四
十
二
年
の
新
春
を
迎
ま
す
が
、
こ
れ
ら
山
積
し
た
大
を
本
当
に
明
る
く
し
か
も
和
や
勿
村
役
場
で
す
。
不
在
者
投
票
の
時
●
投
票
時
間

え
、
つ
つ
し
ん
で
新
年
の
お
喜
き
な
仕
事
を
立
派
に
行
っ
て
ゆ
か
な
、
楽
し
い
郷
土
、
日
本
一
”
間
は
午
前
八
時
三
十
分
か
ら
午
後
一
月
二
十
九
日
午
前
七
時
か
ら

び
を
申
し
上
げ
ま
す
と
共
に
、
く
に
は
村
民
全
体
が
力
を
合
せ
の
明
和
村
に
築
き
上
げ
る
た
め
グ
五
時
ま
で
で
、
投
票
日
の
前
日
ま
午
後
六
時
ま
で

皆
様
の
日
頃
の
御
労
苦
に
対
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
む
か
邁
進
し
よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
威
で
で
き
ま
す
。
く
わ
し
い
こ
と
は

♦

開
票
の
場
所
及
び

8
時

ま
し
て
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
し
、
一
介
の
草
履
取
だ
っ
た
太
か
。
勿
選
挙
晋
理
委
員
会
に
お
問
い
合
せ
明
和
村
役
場
で
即
日
午
後
七
時

ま
す
。
閣
秀
吉
も
、
大
勢
の
人
た
ち
が
私
た
ち
議
会
で
も
、
皆
さ
ん
《
く
だ
さ
い
。
開
始

『
一
年
の
計
は
元
旦
に
あ
り
』
秀
吉
に
力
を
合
せ
た
か
ら
、
時
の
期
待
に
応
え
る
ぺ
く
一
段
の
グ

と
か
中
し
ま
す
が
、
皆
さ
ん
は
の
政
治
が
、
う
ま
く
行
な
わ
れ
努
力
を
払
う
考
え
で
あ
り
ま
す
一
饂
贔
国
民
審
査
も

グ

9
”
最
高
裁
裁
判
官
の
国
民
審
査
は
二
、
投
票
し
た
く
な
い
人
は
、
投

号1
5
8
召
量
罰
門
祠
叫
鼎
匹
叩
叩
工
《
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(2) 

児
童
館
設
置
条
例
な
ど

昭和 42 年 1 月 15 El 広報めいわ 第 6 4 号
‘いし結とどて研し代る とそうは部ー中にと人 で ◆まり所られ税 ◆解少児はし及館 ◆とまい般を十 期村
社自て論＼、のい勢つ文 8 答息のが新大年央わい間→ ‘追予 し納得退ては退 放年童‘たびの咋管 おしず会は年提一謡昭
会 3tのとうよるはつ ll1 本中う輪子 Ilu 臣十教たう像今一可 予加算四た入と職いい職明さ 1品及演°運正年理明りたれ計じ度出日会和 第 9 回＇定例会
的を‘し三うかどあは人の＇切1 弟等に月育り課は後:J!JJ 耳額＾十゜す区金まま所和れ祉ぴ三児営式末等和で°も補め明さでは四
問もまて点な ‘0) るどの第 の教で答三奢審姐 1 、の 1i: 総九第一 る分のしま得村ま関青敬政に設にに村すそ原正‘和れ開十十
凶ちfー かも 13) よかの課ー 大育こ・中十識説にか国 1ヽJ• ili百三年 よし支たでに税す係少か館つ置完関児゜の案予昭村たかニー
に‘佃祠らの 8 う｀よ叫邸 要の承が一会至つに召（さ は二次度 うて払が翌課条°者年らを 1 、と成す；；（ 主ど江和各頷れ月年
対種人す芳で本な 1?I 7 1 ー（ を参知な日か付 1 、あ社 一十シ一 条特 1 、‘年せ例 をを十利て‘しる館 なおな四会案ま二度
処々とる寮あの姿今なつは 紹考のさ時らなてる会れ 低四 般 例別の一度らの 主は八用決適た条の 内りど十計はし十第
でのしにとるあを日傾 I‘‘ 介とこれの昭つ三ぺに 五万 会 を徴際月にれー にじ政でめ正東例設 容可六ー決‘た一九
き国て人加ぺり現の向て当 ししとた布府l て年きぉる 千七 計 改収に一徴る部 ーめまきらな部新置 は決議年算昭゜日回
る民の間えき方ゎ国を (11 面 たてとこ田四来有かけ）、 八千 補 jE に他日収住改 般‘でるれ管児設及 次さ案度認和 に定
す的深と‘かはし際示現す ＼‘‘思と文十た余←ーる 百円 正 しよのかさ民正 に者の方ま理童 び のれで一定四 会例

11) 18 述国庭あ人のなを的にうに々に るな確世ぐ団l ぺ七もか和 ‘り で◆ I ヽ十十作万三営害加校°ニ
乱門悶：塁ぐ；’£且 1 ；昇虐； ］点悶四゜さ舟農り巴 『・嵐偲倉巳靡畠五倫 健 1 さ 特i号合喜旱贋更り畠合翡盟古
でとお＼ •しししくにつつ徳わ Ilu るべさ蔀 とるお知 群帯促な・年村の康の 邑 別°六被附円円はど旧じ費の万
あしくるてててにおき•lj性しと当られで で自け性に 馬と康か度国母はし 楽 会 千害金‘‘‘と投め七主四
るて° °の (3)(1) 期いにるといな而れるは あ党ると コ昭保つ中民だ第ぁ 周足 用有計 円復十東同東なお‘百な千....L.
こ 次四社個行て示こ実恒るのてし‘ るを日そっ ン和険た＼、健と一わ仕憂 水綿補 そ 1日八小国小つよ台四も円／‘
と に珀会人さ‘すと践常こ要＼、の日 ←持本な＼ヽ ク四悦健ち康いのせ 路放正 の費万屋補建てび瓜万のと咬目人とれ今もに的的と諮るに本 とつ人え l 十を旗度保わ財は 良 家 建送予 他県円体助設 1 、児二二はな

謬tt t岱 9 麟臼＇：日゜謬灼tヵ：てこ尉羞靡：稟悶 庭 艮炉ばよ鱈i喜請;i議
，；言，塁摩よそ、｀［認委；1 危で、門訂 芦墨 K よ．畏拭方？ ；乳と 口 詮彗昇゜彗一皇棗 k

つうつ捐l 141 131 12) 部郎‘平郎彰十し幼 た村一‘はり会万な万水りは万う身：
てがて火利ll とす 1, 正国社創社イ I· 社開家家家家畏強自個せ‘＾次‘^し二た ゜各そ千予百や計円う円源‘‘五施
I 、‘お的か く徴し民会造会事会か虹庭庭庭板 1 ヽ己性＼、小三郎＾七ま月俣 会の円箕四めえな水及設簡八千設fらせわ‘し、 れに＼、と規 I'r'•国に人れををを人の怠をを ‘林年‘五年し二良 りも 計ほと総万たのど道び計易百円移
ためか概説 た散愛 l 範で祉打とた教他愛と念志大伸関牛健阿年健た十乳表 決かな額ーこ繰追管邑委水五を設可
けてり念 l炉 困愛国てをあにち l 啄育 0) のしケを切ば目松康部他 IIt °日幼 算‘りは千と出加移楽託道十追工

箪れ粕に 1‘lりを 民の心 重る寄込て紀の均場て持特にす竹‘家郁原家 記児 が四ま一円に金し設用料特六加事
III g )•Il：くとは 性念を ／，こ与む と場とと つつすこ 代小庭男家庭 念十 土／ 認十し千がよ二‘エ水不別万し費教 1•Y、た＼、な）＇ をこ持 すとすこ すとすす ここをと ｀林ツ‘庭シ 品五早ク 定年た百減り百ま事路足会九‘な沙←
育＇1 こっし・ イl|l 持つ る ると るするる とと～ 渡浦新 m シ大を名 さ度°二額‘万た喪建分計千予ど
長ででとてたばつこここ こるここ と 辺治井中奈祁贈を れの十と補円‘五設三は円群六
シ＿あしとしのすこととと とことと イ『I’‘ 松ひ艮戊り去 ま明六な正を一十に十第と総十

るケil ．也までこと と 太約三つ原次表る し和万り額と般四伴五二な額二

illi冨::I Ill手ま;IIi II,.. : :: ：円三塁i: : ; 、]] i言盲］[ : 竺t"'!!喜さ9
-U：旦，正： 1-長薪王□ ｀｀屈： 9 -t!I丁;DIりな芸 9謬 本目晶さ

二IIII~l;I;土言；ょ［三：；こ［ ・； ｧ | i心l|マー］11!1苫皇忌畠［文写言9塁；雪
後前日月日月日月 日月 日月旦腟 Zて口る五のにまか介じ かた訊あしで泣夏のるし てでなでく申すう村あり早· りし育会
一九西布―亜―7宝―つミ―西場実めて威 Itii故‘にる域るしらが均えて水不のたか蔽水加大 （す I 、レくし゜努民り教 て 昔たて委教
‘‘公央 佐品粕公 目水と水既 n'l• 合ににしか述‘のず水の足かめに近道 だかまンく上ーカ各ま育 か 1 、社貝育
炉 公小倉貫公縄下 下油9 らとの年わはわ< L 転よ新大圧出がん水雪r での月：鼎倫さらす卜くけ！りす位すは川 らと会だ法
虚う民民学Jill 民j;,I 民所施準証りなよ夏な‘た増‘をう設輪をが 1よば圧廻は使 I 、全°ゲ（まのるのの国 言思教けに
巳堡餌旦前＿旦世＿旦L——備設まつつにい一り加水 nf1 や工．地上悪なつかつ当用ボ地 。貝皆ンび。冨信固茎腎水 l:; g且t
三ー 0 0 0 0 0 儡ドに冨霜悶開七｝＂［食嬰履ば嗅□閂ン内 ｝し目悶ねヵで待力年 て居振年ず
｀百言―l―万厄，間摩誓ら巴辺―i摩記，閾［ 1で翡眉註閲iし、；稟遂‘プに ]] ；．雷門 1虐、日［：

灯 1｛見を［i‘}苔：し［｛ ］悶：，） fる：t ; ；弓良歪［ ：『五悶 そぞ！ ［こ竺[.,[[9.v‘^^^^^“”蝙，．．如ここぎ．｀：
!t"•r:3911:llll!4:9r:'i•!!’l:9IIIllllIIllllIIlllllIIlll991lllllIhllI:IIIll!!IIllI:lll’ i.9!h:9, i 91lll!9’9119ii l:!lllllllllIlllIIllllIIIIllllllll i lIIIllll191l i lhlllllllllllllIIIllIIIlllIIIllllIIll言し課ての民らす 二てし五‘金各のけ るま段れお四

な刑な十期 をたのよたーも ま支求買く化てJ(J I" 冒ぷ悶酎り鱈紅 村 合王ぢ悶三閃悶詞 P、： ＼ヽ歳ょおよ§｣ i土
1こ闘コ孟門ぢ斎［見杵怜怜召ら閂討＇塁晶姦＇彗社け〖 農肩忠冗＇閃濯湛 6 退税 合包るは百五冨り信甘運末ぎ 面計彗屯
合悶な〗翡翡：ヽ克岱悶よ畏盟 1；り｝： ｝ー信贅愁届信 j:也口国ぢじ塁｝翡］為忍 職一 ，C雙娑;;琵扇眉；~動た，＃ 9 ，全令•7は濯なにま三に金す L つび‘腹御金 こ国而と済収れ設地 与職てゆの―^ 3Il 退 部 正世屈財計円よ仕も 1 し すれれ不ま源計行つよす十よの゜夕てに又地承の とか禎いの者たす改 報冒所おる所は村徴職支所 月帯会が八‘り者‘た けた ま足す水画す
てら゜一つ岱 うわーはを知討にらにう再が！とる 1t 償冒得り前得‘民収所 改 用七で集 0 個‘＾皆歳 すはの羹がる
ぉずそ 8 て'J1 ,;り定‘買の求 な報応こ建国地たに 圭にま年にこ＇税に得 ／日 の五協ま‘人戸区さ末 あ 。解でが達計
り取のま昭で たま限凶収とで つ {ltじとにのにめょ 金圭つす実対承・ 改にオムイ守正 醤戸誘り一ー別長もた 消‘\、成画
ま扱後で和き 画す度族さおき て金てで大民つにつ 醤ヽ‘゜綬し知県め対 油‘しま六ー募ツ方す す今ちさで
すははと四る 栢°内おれりる ＼、が詰‘き主 1 、政て の三一

言［宣言［［i口］賃皇］［言i[]]]お 冊のを生写 りいを祝新星税た残 （口） （イ）ら箕税 ♦ と特収市て方住 と民れ‘泉す当所酪税退方のわ感い民職
ー ー 一集忘有一今。子，贈研し内ま状第しし号 洋t額こな 数 控しの退退は別義町行税民なし税る本徴るの得手方職税負そけすこ税所
月 月 月合れ椋月 ' が私る究そ容しをか円 1 、土 はののれい（イ）を五除た場職職で徴務村な法税おたにべ年収‘支と当式所法担こでるとを得
= = ＝納な．の )] 入た迎会れはたおれ滴人雪 省が二ら時の乗万さ金合所所き収者のわのの‘もわきーのす払区等を得の感ですこに納に
王 :;: 十入く水納 の つち動結に祝°送まに生冒 騎住分のは額じ円れ額と得得まのに条れ定特このい退月制な者分の‘に一を‘°とな付対

七は御道め 納 ての本妍財い りすしえ里 し民の控‘がてにまが同にのせ義指例るめ別のでて晩一度わにし支所対部緩こ がりしす
日 日 日 納使は お家部届団状 すよての菩 ま税一除ニニ計そすそ様つ控ん務定にもる徴退すも手日とちおて払得す改和の少‘なる

中＾東＾ ^ 入用 め り庭編出法と るう幸ス唇 すとに額十十口の°のに＼・除°をさよのと収職°採当以同‘し、課い税る正すよ な非け相
央さ部ど西色 ＜料 ま←巣者人‘ こ‘福夕昌 °な税を万万し人 収次て額 捏れつでこ制所用等後様所てしのと住をるう ＜常れ当
公 児 公 だで すと・に位戸 と結な I fs り率差円円たの入には 否たてすろ度行すかにの得源‘際同民行たななな Il, ;rr,
民 蛮・民 さす． ｰ ＼、発教子籍 に婚家卜旦 まを引 に額勤 金よ｀ す者特かにはにるら支制税泉退様税なめ納か負な甜館 館 館 ＼ヽ° う行材街のな祝庭を 1 t窮贋界烹，1靡 ぎ嗜認芯五悶愚謬9魯話貸、、』馨窪緯1
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たのがる持た十意つ絨す＼ヽ L
，、こど゜よ以一兒ににる昔兎建
もしう史く上日かす喜心のめ凶 て）
のたと実ドはとあるばを建ら紀
で伝かか況‘決つかし養国 11 念あ説言ど＼・国定た 1 こ ,L ~を ‘9 ， れ
るとわ？しり）さがつここし国日 、
゜索すとた況れ ‘9 ，ことの民か つ
直に力＼、日 r, 慧てでとびこ二
1 こ ‘‘L':, /,，J＇ー1 あ',‘そ I i
受打1 科の［袂‘色 9 つ,.:つ 1· れ
人先学でて定二々＇「こをて一

一型也あ々{ L 月 9, •, ゜愛＿遠 F

東
小
鱈
ば
の
殿
堂
い
~
田
〖
[
]
]
]
口
｀
〗
〗

北
島
梨
蔵
·

美
術
部
宮
崎
敗
次

村
史
上
を
飾
る
最
大
の
事
業
で
あ
る
明
和
束
小
学
校
（
校
艮
前
沢
投
雄
氏
）
の
校
含

魯
室
、
お
よ
び
体
育
館
の
建
設
は
、
総
而
国
一
千
五
百
九
平
方
メ
ー
ト
ル
、
松
心
1
ハ
鈴
木
好
男
季
節
の
話
題

千
八
百
一
二
十
几
万
几
千
円
を
投
じ
、
設
計
者
、
（
株
半
＾
科
建
築
設
計
事
作
所
、
r

u
i
沼
負

者
河
本
工
業
株
式
会
社
に
よ
り
、
五
月
石
エ
以
北
九
月
会
て
見
事
近
代
建
匹
紫
晴
ら
し
茶
位
辺
飯
塚
丙
受
験
生
へ
の嵩
ほ
政
子

い
教
育
の
殿
堂
が
完
成
し
ま
し
た
。
架
心
く
ば
り

号
日
場
所
閲
口
須
美
子
ー
一
月
か
ら
三
月
に
か
け
て
、
公

1
5
所
課
係
閲
一
明
和
屯
小
学
校
の
改
第
は
、
町
在
す
と
い
、
）
大
事
菜
だ
け
に
｀
教
せ
通
教
室
九
百
五
八
五
吋
荒

1
1
1綴
私
立
晶
校
、
官
公
私
立
の
各
大
学

林
菌
芸
部
奈
良
堕
一
の
人
学
試
験
が
行
な
わ
れ
ま
す
。

5
2

バ
イ
、
務
釦
日
一
村
合
併
以
来
の
懸
翠
、
昭
和
―
―
育
文
化
の
殿
常
と
し
て
、
近
代
的
特
別
教
室
三
室
二
八
ー
—
吋
小
田
木
f
次

咋
行
村
総
謹
小
十
七
年
凶
月
小
中
学
校
の
統
合
を
な
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ニ
附
建
（
理
科
在
、
図
出
室
、
立
芯
哀
）
関
ロ
ポ
一
郎

9
で
に
志
翌
校
の
選
択
し
終
わ
り

6
4

実
現
し
て
か
ら
、
西
小
学
校
お
よ
の
校
含
を
は
じ
め
、
鉄
竹
の
体
育
菩
理
宝
六
室
一
八
二
品
~

和
所
坂
上
新
一
、
入
試
準
備
し
と
と
の
つ
て
い
る

呻
発
集
刷
び
中
学
校
体
育
館
の
建
殷
に
引
統
館
お
よ
び
給
貨
室
な
ど
配
固
よ
く
（
校
長
室
、
職
日
ぶ
応
息
、
鐸
踊
部
折
原
げ
ん
こ
と
で
し
よ
う
．

第
明
編
印
き
村
を
あ
げ
て
教
育
施
設
、
設
備
し
か
も
い
ず
れ
も
広
々
と
n
J
J
る
＜
溜
肛
室
、
郎

H
郎
備
至
、
更
衣
坂
上
千
技
子
入
試
前
は
、
ま
ず
身
体
の
状
況

音
楽
部
内
山
利
子
を
骰
良
の
コ
ン
デ
イ
シ
ョ
ン
に
も

一
の
整
備
充
実
を
は
り
る
歪
点
事
菜
蕗
ち
つ
い
た
雰
囲
気
の
建
築
と
い
ッ
主

9

の
一
E

と
し
て
行
な
ね
れ
た
。
え
ま
す
。
玄
関
、
廊
下
、
リ
フ
ト
、
ダ
ス
石
村
く
に
つ
イ
·
い
く
こ
と
で
す
。
睦
眠
も
た

ジ
水
石
部
早
川
久
美
つ
ぷ
り
と
り
、
身
心
と
も
に
健
康

特
に
、
昨
年
九
月
亡
く
な
ら
れ
近
く
、
竣
工
式
が
行
な
わ
れ
、
ト
シ
ュ
ー
ト
な
ど
附
試
旋
設
→
一
年
二
学
級
六
二
人

た
前
坂
上
村
長
の
終
始
一
貫
と
ら
村
民
の
皆
さ
ん
に
参
観
し
て
い
た
六
七
0
元
部
―
―
一
年
二
学
級
七
0
人
鯉
沼
昌
一
郎
で
受
験
さ
せ
て
あ
げ
て
く
だ
さ

：
。
館
館
ス
刀
剣
部
面
部
孝
三
ぃ
゜

れ
た
教
育
重
点
の
施
策
を
飾
る
に
だ
き
、
そ
の
後
、
新
し
い
校
舎
で
t
-
、
七
二
o
r
r
l
内
テ
三
年
二
学
級
六
八
人

ふ
さ
わ
し
い
造
業
を
見
事
に
、
明
の
勉
強
が
は
じ
ま
り
ま
す
。
◎
給
食
室
及
び
公
仕
室
（
軽
玉
鉄
育
育
面
四
年
二
学
級
八
0
人
小
久
保
荘
吉
受
験
の
た
め
に
、
よ
々
行
き
の

る
い
ク
リ
ー
ム
色
の
意
匠
の
素
昭
今
後
の
各
設
償
の
充
実
と
相
ま
骨
）
一
体
体
正

し
い
建
物
が
完
成
し
た
と
い
え
ま
つ
て
、
完
全
給
食
の
実
施
と
あ
ゎ
給
食
室
一
棟
―
―
-
『
m
．
万
年
二
学
級
七
九
人
写
真
部
浦
野
和
夫
服
装
を
さ
せ
ろ
こ
と
は
、
か
え
つ

す
。•\
l

→
へ
心
‘
↑
て
緊
張
感
を
高
め
る
の
で
、
む
し
ろ
苦
段
着
の
ま
ま
が
よ
い
で
し
よ

せ
て
、
教
育
効
果
の
向
上
が
大
ぃ
公
仕
室
一
柚
三
九
r
r
l
,
i
ハ
年
二
学
級
九
二
人
和
田
実

校
含
、
給
食
室
お
よ
び
体
育
館
に
期
待
さ
れ
ま
す
。
渡
廊
下
六
〇
祉
〇
建
設
行
（
甜
務
在
そ
の
他
含
む
）
（
学
年
）
（
学
級
数
）
（
児
童
数
）
計
―
二
学
級
四
五
一
人
「
＇
！
・
｀
•
｀
.
`

... 、
I
I
I
‘
`
‘
、
.
`
`
‘
`
i
I
I
一
う
。
む
し
ろ
さ
つ
ば
り
し
た
下
沼

総
面
積
一
一
千
五
百
九
乎
方
メ
ー
ト
建
設
の
概
況
は
次
の
と
お
り
で
計
ニ
ー
―-m

国
庫
補
助
金
ー
_
」
転
こ
こ
一
に
沼
か
え
さ
せ
て
、
す
っ
き
り
し

ル
、
総
工
牧
六
千
八
百
一
＿
一
十
九
万
す
。
◎
体
育
館
（
軽
岱
鉄
廿
平
家
建
）
一
、
0
五
一
万
六
千
円
あ
な
た
の
生
活
に
う
る
お
い
を
一
ー
1
3
1
i
た
気
分
で
送
り
出
す
よ
う
に
し
て

屯
屯
f

1
ノ
一
室
叫
謬
H
f
起
い
)
(
『
g

-
0バ
汀
文
化
協
会
誕
生
一
運
は
早
は
い
一
豆
o
J

B
[結
果
を
く
と
く
と
聞

九
千
円
と
総
予
打
の
四
―
―
―
り
ダ
余
を
0
校
合
（
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
）
目

m
R
宜
二
宅
亘
一
吋
キ
ド
一
く
の
し
考
え
し
の
、
―

-
8
つ
づ
き

凋
一
空
点
灯
―
―
一
、
六
八
八
万
九
千
円
村
内
有
志
多
数
の
方
々
に
よ
り
役
目
は
次
の
と
お
り
で
す
'
-
ム
土
―
―
―
の
試
験
な
ど
の
場
合
は
と
く
に
そ

品
、
潤
即
ト
リ
ヒ
I
l
t
-
訂
六
、
八
三
九
万
九
千
円
~
心
じ
に
偉
会
の
設
立
を
会
艮
小
松
原
減
司
。
レ
ビ
i
っ
と
し
て
お
い
て
や
っ
た
ほ
う
が

I
I

五
七
七
．
m
◎
学
級
筑
領
数
熱
心
に
推
進
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
副
会
反
和
田
艮
、
森
尻
祐
次
一
｛
女
プ
ス
ー
よ
い
よ
1
で
す
，
神
経
質
な
こ
と

、
一
月
二
十
二
日
に
め
で
た
く
、
郎
、
奈
良
原
次
郎
＂
一
ー
，
の
場
合
は
。
お
か
あ
さ
ん
ょ
。

?
]
ば
4
中
央
公
民
館
で
、
数
ャ
名
の
関
係

9
ー

1
1
9.. 9ー
、
、
ー
，

L
し
ら
わ
，
り
り
か
に
振
る
ま
字

者
が
集
り
、
明
和
村
文
化
協
会
が
、
こ
"
―
-
L
の

r
き
な
こ
ら
そ
·
よ
・

設
立
さ
れ
i
し
た
。
昭
和
四
十
一
年
分
＿
ー
は
ず
ん
で
や
っ
て
い
こ
だ
さ
た

村
民
の
自
主
的
な
働
き
か
け
に
一
い
も
の
で
す
，

よ
り
、
体
育
協
会
と
な
ら
人
で
、
—
―
一
月
の
う
ま
い

｛
謬
認
叶
"
[
ぃ
農
業
所
得
標
準
決
る
―
缶
‘
と
野
菜

二
月
の
お
魚
「
お
い
し
い
の
は

、
や
ぱ
り
、
近
涌
物
の
た
い
、
ひ

な
わ
れ
て
い
た
、
菊
の
栽
培
、
盆

ら
め
＞
り
，
．
な
だ
と
い
っ
た

栽
、
文
学
、
杓
達
、
華
道
、
音
楽
昭
和
四
十
一
年
分
農
業
所
得
椋
桑
畑
一
匹
、
四
0
0
円
・
、

.. 

` 

と
こ
う
で
し
よ

9

，
ま
ぐ
ろ
し
た

、
罪
踊
、
水
石
、
写
其
な
ど
、
数
準
は
各
種
涸
査
や
権
衡
会
議
等
を
梨
畑
―
―
-
0
、
四
0
0
円

開
い
た
結
果
、
去
る
一
月
三
十
一
乳
牛
三
五
‘
―
1
0
0
円
い

L
を
n
い
し
い
の
で
す
が
、
大

多
く
の
文
化
活
動
が
、
そ
れ
ぞ
れ

日
料
の
連
合
会
に
於
て
仁
決
り
と
一
（
乳
抗
計
互
も
行
な
う
）
半
I
J
心
汀
け
た
て
＼
て

1
，
が
必
外

愛
好
者
の
よ
り
ど
こ
ろ
と
し
て
、

な
り
、
つ
づ
い
て
一

5
2
-
l
lに
邑
内
豚
一
頭
当
り
安
（
ィ
、
宋
登
た
っ
．
；
り
な
釘
は
[
'

二
昭
盛
ん
に
、
村
民
文
化
の
向
上

に
大
い
に
頁
献
す
る
も
の
と
期
待

さ
れ
ま
す
。
楽
・
館
林
地
収
協
揺
会
に
郡
内
色
七
り
0
円
わ
し
で
す
ー
、
わ
C
,
.
h
ぃ
9
9
.
.

生
活
に
う
る
お
い
を
、
心
を
広
業
団
体
の
代
ぢ
方
の
出
席
を
求
一
稲
付
豚
一
七
一
、
八
0
0
円

L
c
t
'
,
”
一
の
I
i
ヵ
‘
ど9
り

、
た
う
、
あ

A

こ
う
な
ど
ー
．
―
-
月

く
豊
か
に
す
ろ
こ
と
は
、
こ
れ
か
め
て
栢
阜
の
開
示
説
明
会
を
行
な
仔
豚
二
‘
1
0
0
円
の
魚
と
い
え
ま
し
よ
ズ

ら
の
進
歩
め
ざ
ま
し
い
世
の
家
庭
い
ま
し
た
。
紫
頭
胚
一
一
三
、
0
0
0
円
野
菜
は
、
一
年
中
で
い
ら
i
ん

生
活
に
は
大
切
な
こ
と
で
す
。
叫
和
け
の
殷
菜
所
得
栢
準
は
次
迂
中
,

1
0
羽
当
り
少
'
.
,
'
予
団
て
す
が
｀
は
f
れ
ん

た
だ
今
、
各
部
で
、
会
R

を
窮
の
と
お
り
さ
t
り
ま
し
た
。
―
-
、
五
0
0
円
草
、
こ
J
つ

r
4、
き
よ
う
な
、
し

梨
し
て
い
ま
す
．
入
会
は
自
由
で
ゅ
人
ざ
く
、
白
菜
ー
・
ビ
か
出
俎
り

水
扁
(
-
0
ァ
，
．
し
当
り
）
な
八
こ
の
げ
準
に
入
っ
て
い
ま
す
、
暖
、
地
方
か
ら
は
“
"
々
と

―
―
―
―
\
-
0
0
円
な
い
経
費
予
約
減
税
、
土
地
改
し
た
へ
ふ
た
久
c
‘
1
か
C
•お
や
さ

す
か
ら
。
村
民
の
み
な
さ
ん
が
ど

九
‘
1
0
0
円
良
費
耕
運
機
の
償
却
な
と
は
別
ん
の
凡
先
に
出
て
き
ま
す
ー
、
、
三

れ
が
自
分
の
趣
味
を
も
つ
よ
う
、

加
入
し
て
く
だ
さ
い
。
つ
第
ゃ
ふ
さ
の
と
う

l
春
の
舌
り

三
五
、
七
0
0
円
途
に
差
引
い
て
殷
業
所
困
を
計
算

会
貝
は
、
年
額
百
円
で
、
そ
の
を
の
そ
り
せ
て
く
れ
ま

1

里
い

他
必
要
な
経
按
は
各
部
で
相
談
す
二
九
、
九
0
0
円
＿
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
も
や
山
し
し
し
，
．
ち
ば
ん
わ
い
し

る
こ
と
に
な
つ
て
い
ま
す
。
五
二
、
＇
九

O
n
f
l
＿
い
季
節
て
す
，

ニーめいわ
村の人口
-2月 1 日現在—

世帯数 1,766戸

人口総数 8,802人

男 4,353人

女 4,449人

(1月中のうこき）
出生 4 人死亡 12}、

転入 31人転出 35人

合理的に設計された理科室

蓑廿陸裏
通

蚕畑田 l'I
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昭和 42 年 2 月 15 日 広報
しるで 1 ヽ‘の三をおるし場人イせて なかてて本育 1 、知民族

手日な品琴弓；g ¥とで、；；；t ;•さg ：ぶ＼ぅヽ＼る、も、百塁翠烹悶は魯孝女
る連‘本たで力とも‘るえてスとりリで文が民何法あ習なしの
あ加最的ちも国し‘中゜つのはをと力あ字‘主れとる得自的真ゴエ
ら入大栢民‘のて祖共共け優英教教はるは国王のも゜で党確の目

芯習且ば誓翡且‘るヽ門韮舟ぎ誓閂gぽ~.も：喜虔 1つ、よ， h §品翡雑
因三と数功を国゜兌ド裂と識伝主身＇） にか育をぺるれえ困は

序］繹浮奇＄ ; 5 、i塁〖‘”苫｛ 息晶甘ぢ＆はり＆岳そ‘感
＇国で根るに近リ忠等で的育英しけと 当人かて育本ら蓑しの
そにし、幹とし束力誠にあとの田‘さし らとれみ埜教なと｀民

第 第 第 第こげ→こえで人祖ひ祖の
奴話徒と,_.姿八す生三＜・正二絞奉り― O.I;て生でさあ間国と困教
ををの゜た努条るの条しし条し仕‘条， 1—‘徒参せる的‘り愛育
そし答先りを こ救 なく てを国 ノす教心考ら゜な民日を理
らたを生前保授と示校＼、出勤知す家教連る育得まれこ表族本以念
さりょのか与菜 に長こ席勉滋るに妾の゜目←でるれ現とのてと
ヽ：‘く説が 中 は先としにをた対の 標のに問でを 1 、教ーし
こほ注明み机は 異生 ＇勉獲めしあ生 の何ソ題よしつ育貝て
とか意やににま 議お 学学得にてる徒 ーカ述でいてた基し民
のしほなひつ なよ 級しす‘最市心 端条とあの 1 、地本て族
こてからじす くび に ｀る常大民得 をか中るかな域法 1 、意
と聞のぬをぐ 屡諸 ち・時こに限と 示を共゜と 1 ，的は-1>.問
L き生こつの 先 こ・間と持のな す掲のそ考の‘‘ と

- 9 - ,.  

第 第第第第 第第
幼十て街はりや十す物切十ま虚街儀十男きた十手まかと起十て室九
な七に路こを病六ろやに五うに頭正三子はを二をたらり立条 1 、 1 こ条
＼ヽ条つでれも弱条こ他す条こ‘・し条はて敬条すii着‘し くは
兄 けはらつの と人る とかそく l\l l 、う る質席先て先時 1 、校
弟両て道のこ人老 のこ学 つのす年子ねこ校こ問す生気生はっ長
姉親助を人と 1: 人 持と校 礼他る長を 1 、と長とかるのをに起て先
妹にけゆに゜対や ち゜の 儀公こ者とに・先 あこ許つ答立さ生
の従とず席霞し幼 物自公 正のと 1こるお出生 るとしけえす‘や
世うなりを車て、、 を分共 し場゜対こじ会や と゜がのるるま先
話こる‘ゆの思子 大の物 く所学しとき＇つ先 さ答あ姿とこた生
をとこすず中いど 切持を ふで校て をた生 はをつ勢きとはが
助-.•とぺりでやも にち大 る謙·礼 しとが 挙してをは 出教

第第第第 第 第第
るれか六りとに四の従三領二偏民努人成— o こ分学二と衣屋十け
とばに条‘゜登条名 1 ，条袖条すのめの績条 との級十きJlll.を八る
きな｀ 勝遅校 誉‘ を るたる立力； 中 ，」の条れ・箔条こ
はら姿授手刻し時を自校敬国こめこ派よ身共 の名 い靴粽 と
まな勢菜にし‘問守分長愛旗とにとなく体の と誉自に．に家
ず＼＇を中欠た授にるの‘すを 服゜生‘かJ しを分保べし、庭
教゜正は席り業間こ学教る尊 務祖徒品よ‘‘ て大のつツ で
師教しきし｀をにと校師こ敬 す国に行く学 こ切学こ卜よは
の室くちな早受合 ‘のとし るのなが‘生 れに校とをく自
許をしん＼、退けう ク教 ‘ よたるよ学 をしお さ整分
可離なとこしるよ ？導 人 うめよ＼、科守 守‘よ ち頓の
をれけ静とたこう スに 民 準人う一の則 る自び んし部
ぞをのいさ 第 第第第 第
んも親たびソとで道体と十のき弟十互十にす十別＜師が七求
でつたたし連 きをの゜五手る姉四 1 ，二はるーなこので条め
いてちけ 1 、や＾るゆ不老条助こ妹条に条教こ条こと講き る
た敢がたも中以だず自人 けとを 助 師と と゜義る授こ
だ愛‘この共下けり由‘老をは愛父け学に・校を勝とよ業と
きのもとでの略の‘な子人す自護母合友礼始艮し手学う中
た子つとあ教ツ援席人供をる分しをつとを菜 なに友には
^ 1 、弟と思る育 助をに‘尊こで‘敬こ友す‘教＼、話の‘‘
教と教強うかが をゆ対病敬とし自愛と愛る終師こを問熱よ
育思育 1 、°お如 すずし人す て分し 団こ菜をとし答心 1 、
長うに自日察何 るりて‘る 父で‘ 結との雌 たをに授
ッ゜の信本しに こ‘は坊こ 母で兄 し時敬 り 111l 敦業
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時
間
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い
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れ
し
午
前
九
時
よ
民
税
の
申
告
は
行
わ
な
く
て
し
ょ
◆
候
補
者
別
得
原
数
月
額

l
‘七
0
0
円
（
二
百
円
増
）

大
体
以
上
の
よ
う
な
改
正
で
す
。

り
午
後
四
時
ま
で
い
こ
と
に
改
め
ら
れ
ま
し
た
。
松
井
郎
一
郎
―
一
．
一
票

坂
村
吉
正
二
、
八
九
五
票

衆
議
選
い
＂
林
健
~
七
←
註
冬
の
ハ
エ
一
匹
は

長
谷
川
四
郎
一
、

0
0
八
票
夏
の
数
万
匹

六
四
票
あ
た
た
か
い
室
の
天
じ
よ
う
に

投
票
率
八
八
・
七
％
に
終
る
無
効号

“
ー
一
匹
で
も
ハ
エ
を
見
つ
け
た
ら
、

一
月
―
i
十
九
日
行
な
わ
れ
た
衆
不
在
者
投
票
数
六
七
人
t
四
、
八
七
〇
票

す
ぐ
に
退
治
し
ま
し
よ
う
。
た
い

議
院
議
貝
総
選
挙
の
投
票
成
績
は

冠
兵
に
立
●
讀
←
Tし
給
付
の
引
上
げ
な
ど
し
て
う
る
さ
く
な
い
か
ら
と
い
つ

る
成
枡
で
し
た
。
し
か
し
．
群
馬
て
見
逃
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
．

県
二
区
三
市
六
町
一
四
カ
村
の
中
国
民
年
金
一
部
改
正

で
は
、
板
倉
町
（
八
九
・
七
七
％
）
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
の

に
次
5
で
二
番
目
の
成
績
で
す
。
こ
の
ほ
と
国
民
年
金
関
係
が
一
三
、
母
子
年
金
（
準
母
子
）
ポ
ン
ペ
は
必
ず
屋
外
に

こ
の
た
び
の
選
挙
は
、
金
の
か
部
改
正
さ
れ
、
給
付
の
引
上
げ
、
母
と
子
で
年
額
五
五
、
二

0
0
円

か
ら
な
い
選
挙
、
政
治
の
姿
勢
を
支
給
要
件
の
緩
和
な
ど
で
、
大
体
一
人
増
す
毎
に
年
四
、
八

0
0
円
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
に
よ
る
災
害
が

正
す
選
挙
と
い
わ
れ
ま
し
た
が
如
次
の
と
お
り
で
す
。
匹
、
そ
の
他
の
年
金
し
、
老
令
、
急
激
に
ふ
え
て
い
ま
す
．
ガ
ス
も

何
が
だ
っ
た
で
し
よ
う
。
今
後
の
一
、
老
令
年
金
．
障
害
、
母
子
と
同
ほ
ニ
・
五
倍
に
れ
に
十
分
気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い

政
治
に
関
心
を
寄
せ
、
国
民
の
た
二
五
年
保
険
料
を
納
め
た
人
・
均
額
さ
れ
ま
し
た
．
。
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
は
、
空
気
の
一

め
の
正
し
い
政
治
が
行
な
わ
れ
る
年
額
六
万
円
（
従
前
二
四
千
円
）
保
険
料
し
、
こ
と
し
の
一
月
か
．
六
倍
の
韮
さ
が
あ
り
ま
す
か
ら

し
れ
た
ガ
ス
は
下
の
ほ
う
に
沈

よ
う
見
守
つ
て
行
き
た
い
し
の
一
、
四
ャ
年
保
険
料
を
納
め
た
人
ら
月
割
一

0
0
円
づ
つ
伍
上
げ
と
、

ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
ど
ん
な
小

す
.. 

年
額
九
六
千
円
（
従
前
四
二
千
円
）
な
り
ま
す
。
即
ち
二
十
オ
l
=
-
+

投
票
状
品
は
、
次
の
と
お
り
で

1
-、
閃
害
年
金
四
オ
ま
で
月
額
二

0
0
円
．
―
―
-
+

す
。
年
額
六
万
円
（
従
前
二
四
千
円
）
五
オ
ー
五
十
九
オ
ま
で
月
額
二
五
さ
な
す
さ
ま
か
ら
も
、
も
れ
る
も

有
椛
者
数
五
、
四
八
九
人
ー
級
該
当
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年
額
―
二
千
円
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円
と
な
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す
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の
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す
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ど
ん
な
小
さ
な
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気
で
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票
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数
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八
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0
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．
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害
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囲
も
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核
や
福
祉
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金
も
次
の
よ
う
に
引
上
も
電
灯
の
ス
イ
ツ
ナ
を
ひ
ね
っ
た

投
菜
し
な
か
呼
吸
甜
疾
息
、
＂
神
病
な
と
し
対
げ
に
な
り
ま
し
た
。
と
き
に
出
る
火
花
で
も
爆
発
し
ま

っ
た
者
の
数
六
一
九
人
象
と
な
り
ま
す
。
二
、
老
令
福
祉
年
金
十
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で日はどへ町県市 に委と‘難の さか‘外録故圭穀と地近 で速佐路百か 1111 ・（地 I il:lと上 111 h、同しの車甘さ
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村の人口
-3月 1 日現在＿

世帯数 I, 769戸

人口総数 8,800人

男、1,358人

女 4,442人

(2月中のうこ’さ）
出生 IO人死C 9 人
転入 26人転出 29人

4 月 1 5 日
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目

千
津
井
江
患
地
内
を
通
過

近
く
実
地
測
蘭
行
な
う

ば
計
水
道
料
金
―
―
一
百
円
に

ぷ、火

多雫ヽ忽か
• • a . ・モ
に函こ祀＿忌
冷ミ今

’“£l 

Is--) 



広報めいわ 第 6 6 号 (2)

こ：盆ぢ；窟届近 忍羹：特贋巴農亘尋凡手冒旱届為幸如：塁四議会だより
のて移のすの想時 る千で別で万度減十ー前般゜十六康別百計議間が十＿ー＿

1：屡：奮が腐閾贔村 ゜骨閂炉旱覧‘云亙魯魯；麟魯苓詮面i孟 三
群なは資こがづ域 万水に 円学な六千予予 五‘特八円歳は会に度
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村の人口の動き
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野
犬
狩
り

野
犬
の
彼
害
が
頻
緊
と
し
き

起
き
て
い
る
の
で
、
収
及
び
猟

友
会
の
協
力
を
得
て
三
月
下
句

に
野
犬
狩
り
を
行
な
う
予
定
で

す
。

そ
の
節
は
皆
さ
ん
の
こ
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

四
月
一
日
か
ら

国
保
の
被
保
険
者
証
か

変
り
ま
す

山
民
腱
康
保
険
は
最
早
私
溶
給
付
を
実
脆
し
て
か
ら
は
や
ニ

の
生
活
の
一
部
で
あ
り
ま
す
。
年
有
余
を
経
過
い
た
し
ま
し
た

ご
水
知
の
よ
う
に
医
租
在
は
。
四
月
一
日
か
ら
被
保
険
者
証

年
々
増
高
L

つ
つ
あ
り
ま
す
が
の
切
換
を
行
い
ま
す
か
ら
一
＿
＿
月

、
早
期
診
断
｀
治
扱
に
よ
り
早
二
十
五

H

迄
に
古
い
披
保
除
者

く
回
復
し
て
い
ま
す
こ
と
は
よ
証
を
手
も
と
に
用
意
し
て
お
い

ろ
こ
ば
し
い
こ
と
で
す
。
て
く
だ
さ
い
。
古
い
被
保
険
者

こ
の
村
の
国
民
健
康
保
険
は
証
と
引
換
に
新
し
い
被
保
険
者

他
村
に
先
が
け
て
オ
ー
ル
七
割
征
を
お
渡
し
一
、
た
し
ま
す
。
古

い
被
保
険
者
証
は
三
月
―
―
-
+
­

日
限
り
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

な
お
、
被
保
険
者
証
を
紛
失

し
た
方
は
役
場
の
窓
口
え
申
し

出
て
く
だ
さ
い
。

今
月
の
納
め

三
月
の
納
め
は

有
靱
•
水
道
使
用
料
及
び
超

過
使
用
料
な
と
で
す
。

昭
和
四
十
一
年
度
の
水
道
村

は
世
帯
基
準
額
（
人
目
五
人
迄

）
は
月
額
一
七
0
円
で
す
が
、

五
人
を
超
え
る
と
一
人
に
つ
さ

月
額
十
円
の
超
過
料
金
と
な
り

ま
す
。

年
度
末
に
こ
れ
を
栢
算
l

て

納
入
し
て
い
た
だ
く
わ
け
で
す

な
お
、
人
員
は
、
住
民
登
録

の
人
員
に
よ
っ
て
お
り
ま
す
．

渠
合
納
入
日
は

三
月
二
十
九
日

西
公
民
館

三
月
三
十
日

東
部
児
貨
館

三
旦
―
-
+
-
B

中
央
公
民
館
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